
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の写真について 

 

長崎県島原市 武家屋敷前の水路にて撮影 

 

現在保存されている武家屋敷３軒は一般に無料開放され、当時の武家生活の様子が偲ばれ

ます。通路中央に清水の流れる水路があり旧藩時代に生活用水として大切に守られてきた

そうです。散策中「かんざらし」を食べてまったりとした１日を過ごせました。 

                           看護部    東 純子 
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理念 
 

ひとりひとりの明日のために、 

質の高いリハビリテーション医療を提供し、 

患者さんの活動と社会参加を支援します。 
 

 

 

 

 

 

基本方針 
 

 患者さんの人権を尊重し、個人情報を守秘します。 

 法令を遵守し、説明と同意のもと、 

安全で全人的な医療を行います。 

 活発な研修及び研究活動を展開し、 

先進的なリハビリテーション医療を提供します。 

 個々の患者さんに適した療養環境を整えます。 

 地域と連携し、社会に貢献できる 

チーム医療を目指します。 
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患者さんの権利宣言 
 

当院では次に掲げる患者さんの権利を尊重した医療を行います 

１. 個人の尊厳とプライバシーを守る権利 

２. 良質で適切な医療を公平に受ける権利 

３. 自らのことを知り、説明を受ける権利 

４. 医療行為を選択、そして決定する権利 

５. セカンド・オピニオンを申 し出 る権 利 

６. 自分の診療に関し記録情報を得る権利 

７. 日常生活に配慮した医療を受ける権利 

 

 

患者さんへのお願い 
 

当院では患者さんの権利を尊重するとともに、以下のことをお願いしています。 

ご理解とご協力をお願いします。 

 

１. ご自身の健康状態の変化に気づかれた場合は速やかにお伝えください。 

２. 検査や治療などの医療行為は、十分な理解と合意の上、お受けください。 

３. すべての患者さんが、快適な環境で適切な医療を受けることができるように、

他の患者さんのご迷惑にならないようにご協力ください。 
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特定医療法人 社団 三光会  

理事長  小野山薫 

 

医療法人社団三光会は特定医療法人化が認可され、新しい組織に生まれ変わりました。

これを機に医療法人社団三光会の誕生から特定医療法人社団三光会に移行するまでの経

緯、新・旧定款、人事、議事録、土地・建物等の資産、経理指標を含めた一切を小冊子

（医療法人社団三光会の歴史）にまとめて保管しています。恐らく将来、何らかの役に

立つ時がくると思っています。 

平成 24 年度は 11 ヶ月間を医療法人社団三光会として過ごし、 後の 1 ヶ月が特定医

療法人社団三光会に移行したために、24 年度 1 年間が税務上特定化の恩恵を受け、平成

25 年度は特定医療法人社団三光会の 2 年目となりました。組織としては大過なく過ごし

た 1 年間でした。建物・機器の老朽化により、修理費が次第に増加していることはすで

に述べて参りました。特に機器類は長期間使用しているために補修の部品が無くなり、

丸ごと交換しなければなりません。先日はカトレアの空調機に 10 台まとめて電子基盤の

故障が出現し、その在庫が無く、新品に換えている 中に、もう 1 台故障が出現しまし

た。カトレアだけで空調機は 50 台あり、また新棟の大型の空調機もすでに数台修理しま

した。必要機器が順番に故障し頭の痛いことです。 

私が着任当初から監視体制が甘く、安全性を問題にしていたフィットネス倶楽部のプ

ールは無事に閉鎖し、一安心でした。プール、ジャグジーが地下に隔離されていること

は大きな不安要素で、監視人が常駐したとしても予期せぬ結果が起こる可能性を秘めて

いました。早速床を張って倉庫として使用します。 

三光会の主体は誠愛リハビリテーション病院ですが、本館は既に築 26 年が経過し、斜

面に張り付いて建てられているため、不具合が頻発しています。また、本館の病室はス

ペースに余裕のある新館(3 病棟)との落差が大きく、長期にリハを受ける人にとって良い

環境とは言えません。近隣の病院では立替が進んでいる中、当院も将来構想として立替

を考える時期と考えます。当院が有するリハビリテーションの能力を 大限発揮できる

新たな施設にしたいものです。周辺から取り残される前にむしろ中期計画としなければ

なりません。 

幸い、平成 24 年度には手元現金と借金の額が同額になりました。したがって 25 年度

の純益と現在の土地、建物が三光会の純資産です。今後 5 年間の現金の蓄積を元手にし

て立替を実現出来ると計算しています。２期に分けて 3 年余りかけて建築する予定です。

立替の場所は現在の第一駐車場から本館右翼、6 病棟のあたりです。概略の設計は日本

設計福岡支店におねがいしています。立替とそれに伴い駐車場を手当することは 25 年度

の臨時社員総会、理事会で承認されました。しかし福岡市の都市計画に加えて、大野城

市上大利地区計画の規制が上乗せされていて、建替が順調に進むとは思っていません。 

三光会には嬉しいこともありました。誠愛リハビリテーション病院は病院機能評価機

構の Ver6 の審査を受けて 11 月 17 日、合格の通知を得ました。これも井林院長、鍵山

総責任者をはじめ職員の皆様の協力による賜と感謝しています。 

  巻 頭 言 



- 7 - 
 

誠愛リハビリテーション病院  

        院長 井林雪郎 

 

一人の人間が患者さんや病院のために出来ることなど限られています。慣れない院長

としての第１期(H20〜24年度=建設期)の5年間は瞬く間に過ぎてしまいました。各部署の

垣根が少しずつ低くなり、報連相も前よりは良くなった様に思いますが、まだまだの感

があります。力量不足もありましょうが、５年単位くらいのスパンでないと組織全体の

流れは中々変わりません。そこで、第２期(H25〜29年度=活動期)の初年度が再び“０”

から始動したとの想いでこの１年間を振り返りたいと思います。昨年４月時点でのH25年

度計画/展望の主なものとしては以下を掲げました。 

○病院機能評価再受審を念頭に、各種委員会委員長を適任者に交代、会議の実質合理化を図る。 

 ○老朽化に伴うCT診断装置その他に関する病院全体の投資計画に賛同、導入に向け調査開始。 

○患者さんへのサービスを再チェック、民間ならではの工夫と努力を意見を傾聴し実践する。 

○当院のOriginal Rule Bookを改定、より明るく元気で夢を持って働ける楽しい職場を目指す。 

○回復期病院としての特徴掲揚のため、摂食嚥下／咬合義歯調整等歯科との連携を強化する。 

その他にも、① 院内『何でも相談室(携帯でも可能)』を設置、患者さんや職員の皆さん

にも悩みを気軽に専門職員に相談出来るシステムを開始 ; ② 毎週金曜日の昼の時間を

利用して職員 5-6 名を院長室に招き『昼会 at 院長室』と称して、院長と自由に意見交換

を行い７日以内に意見書を提出して貰う機会をセット ; ③ 院長として新入院患者と家

族の皆さんに顔を合わせる目的で、入院されたその日のうちに病室を訪問し会話を交わ

し、簡単にご挨拶する習慣などを決定、実践してきました。西広島病院の見学を真夏に

並行して行い、準備万端で迎えた 10 月初旬の５年振りの病院機能評価再受審は、大きな

修正箇所もなく無事合格することができました。残りの諸計画についても完遂とは申せ

ませんが、比較的スムースに進捗しつつあり職員の努力と協力のお蔭と感謝しています。 

昨年は医局、リハ部、そしてついに看護部からも、国内はもとより国際学会に演題が

受理され、些事ながら実は大変嬉しく思っています。中小規模かつ少ない職員数で研究

費も皆無の中、細々と日々の臨床に頑張っている民間病院から、精一杯背伸びをした世

界に向けての情報発信は、何かと慣れないエネルギーを要しますけれど関係者にとって

は素晴らしい経験になりますし、今後も是非奨励して行きたいと考えます。 

次年度も、九大や福岡歯科大、近隣でご開業の多くの先生方(２内科脳循環、糖尿病、

高血圧他の研究室；小児科；放射線科；整形外科；精神科；高齢歯科；耳鼻咽喉科；訪

問歯科ほか)のお力を拝借し乍ら 今後も色々な実のあるチーム作り、奇抜なアイディア、

必ずしも儲けに繋がらないアメニティを沢山取り入れ、やり直しや融通の効く多機能リ

ハ病院に進化して行ければと考えております。病院公式ホームページの昨年末の Monthly 

Tale に、「我が脳卒中回復期リハビリ病院は中古車の車検工場みたいなもので、患者さ

んの車体〜エンジン〜タイヤの整備も含めて、皆で一所懸命に修復のお手伝いをしてい

ます」という少々不躾な表現の記事を載せましたが、当にその直後に正式な病院機能評

価合格証書が届き、さらに５年間は優良整備工場としてやって行けそうです。次年度は

さらに顎咬合義歯調整／摂食嚥下など、歯科や耳鼻咽喉科との連携も強化し、特徴ある

リハビリ医療を展開して行けたらと頑張っております。今後ともどうぞ宜敷くご指導ご
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鞭撻の程をお願い申し上げます。 

 

※ 当院のホームページ(HP)とfacebook(FB)に定期的に病院関連の記事を掲載中です(下記)！ 

 

  HP→ http://www.seiai-riha.com （左下バナーから病院FBページに繋がります） 

＜誠愛リハビリテーション病院 FB の表紙＞ もうすぐ「250 いいね！」を更新する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜看護部の APSC 2013 学会 at 香港 9 月：医局の ISC 2014 学会 at サンディエゴ ２月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜昼会 at 院長室 風景：急性期病院への重要なお知らせ・・・although H26 年度ですけど＞ 
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誠愛リハビリテーション病院  

      名誉院長 黒川 徹 

 

2013 年 4 月から 2014 年 3 月における小児科の動向について 

 
１） 患者統計 

 
平成 25 年度の小児外来新患は上図のように広汎性発達障害が 44%を占めた。

小児外来患者数は 875人であったが、同様に広汎性発達障害がもっとも多かった。

外来における小児科述べ患者数は平成 23 年 4 月～24 年 3 月は 27,055 人、平成

24 年 4 月～25 年 3 月は 24,455 人、平成 25 年 4 月～26 年 3 月は 19,965 人と方

針に従って減少した。 
小児科にかかっている成人患者は依然としてかなり多い。年代別では 60 代 3

人、50 代１人、40 代 10 人、30 代 13 人、20 代 52 人となっている。疾患別では

脳性麻痺 56 人、精神遅滞 4 人、筋ジス 2 人、モルキオ病、脊髄小脳変性症、レ

ッシュ・ナイハン病、レット症候群、ターナー症候群他各 1 人。職業訓練等につ

いては通所 54 人、就業 5 人、就業（臨時）2 人、自宅在宅 5 人、大学生 6 人、

その他 8 人となっていた。 
2) 平成 26 年度目標 
①「若き小児神経科医への提言ー過去を顧みて未来を展望する」（座談会）  黒

川徹、高嶋幸男、満留昭久、日本小児神経学会雑誌・脳と発達 2014 年 6 月号に

掲載、②自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ障害のリハビリ前後の比較、③当院における成人に達した

脳性麻痺患者の実態、④自閉症-脳性麻痺複合症候群。出来ればこれらについて研

究する。 
3) 平成 25 年度において達成した発表業績 
 ①知能と社会性の発達について：遠城寺式乳幼児分析的発達検査表を中心に 

黒川 徹  筑紫小児科医会 平成 25 年 7 月 20 日、福岡、②自閉症スペクトラ

ム障害のアウトカム：知能の変化について、黒川徹、横溝裕子、重籐由紀、第 55
回日本小児神経学会、平成 25 年 5 月 31 日、大分、③脳科学からみたてんかんの

発作と精神症状、黒川 徹、日本てんかん協会福岡県支部・てんかん医療相談会、

平成 25 年 7 月 14 日、大野城クローバープラザ 
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4) 小児勉強会 
①平成 25 年 4 月 22 日：「少子高齢化社会：ヤングとシニアはどう生きるか」、

②平成 25 年 5 月 27 日「自閉症スペクトラム障害のアウトカム：知能の変化につ

いて」、「オバマ大統領“父から貰った夢」、③平成 25 年 6 月 24 日「遠城寺式乳幼

児分析的発達検査法」、「 新島八重と会津魂の遍歴」、④平成 25 年 7 月 22 日「脳

性麻痺における 近の動向」、「前頭葉の働きについて」、「ボストン美術館：現代

日本夜明けの版画」、⑤平成 26 年 2 月 24 日「てんかんの発作像（ビデオ供覧）」

⑥平成 26 年 3 月 24 日「てんかんと脳の機能」、「 2030 年の日本と世界」。 
5) 随想等 
①てんかん学における我が師、我が同輩、黒川徹、てんかん治療研究振興財団 

財団年報 随想 2013,p.160-1、②近年見なくなった小児疾患・小児医療の変遷

―脳性麻痺―、黒川徹、丹々会(福岡地区小児科医会)会報、2013,第 38 号-p14-16、
③In the memory of Professor Cesare T. Lombroso with great gratitude, 

Kurokawa, T., Brain & Development 2014;36:275-6 
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昭和６３年 ３月  大野城市に「誠愛病院」開設（２１０床） 

          山下茂雄理事長就任 

          山下貴史院長就任 

結核指定医療機関、原爆被害者指定病院、生活保護指定 

昭和６３年 ７月  山下貴史理事長就任 

平成 ５年 ７月  「誠愛病院」を「誠愛リハビリテーション病院」に改称 

平成 ６年１０月  病院隣接地に「老人保健施設カトレア」を併設 

平成１１年 ７月  「訪問看護ステーション誠愛」開設 

平成１２年 ４月  「居宅介護支援事業所カトレア」開設 

          「介護老人保健施設カトレア」へ名称変更 

平成１４年 ７月  回復期リハビリテーション病棟（36 床）開設 

平成１５年 １月  黒川徹院長就任 

平成１５年 ７月  回復期リハビリテーション病棟（40 床）増設 

平成１５年１１月  医療機能評価機構認定病院として認定される 

平成１６年 ９月  Ｒ＆Ｉの長期優先債務格付けにて「ＢＢＢ」取得 

平成１７年 １月  亜急性期病棟（10 床）開設 

平成１７年 ２月  日本脳卒中学会認定教育研修病院に認定される 

平成１７年１０月  電子カルテシステム導入 

平成１８年１０月  「訪問リハビリテーション事業所」開設 

平成１８年１１月  通所リハビリテーション誠愛 開設 

平成１９年 ４月  回復期リハビリテーション病棟（40 床）増設 

メディカルフィットネス あいあい倶楽部開設 

平成１９年 ８月  黒川徹理事長就任 

平成１９年１０月  黒川徹理事長辞任 

平成１９年１１月  小野山薫現理事長就任 

平成２０年 ３月  黒川徹院長辞任 

平成２０年  ４月  井林雪郎院長就任，黒川徹名誉院長就任 

平成２１年 ３月  病院機能評価（Ver. 5）再認定 

平成２１年 ４月  日本老年医学会認定施設に認定される 

平成２２年 １月  日本脈管学会認定専門医在籍施設に認定される 

平成２２年 ５月  亜急性期病棟（2 床）増床 

平成２３年１１月  日本リハビリテーション医学会研修施設に認定される 

平成２５年 ３月  国税庁より特定医療法人としての承認を得る 

平成２６年１１月  病院機能評価（Ver.6）再認定 

 
 
 
 

  沿 革 
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理 事 長   小野山 薫 

病 院 長   井林 雪郎 

診療科目   リハビリテーション科 

       神経内科 

       内科 

       整形外科 

診療時間   平 日 AM9：00～PM12：00 

           PM1：30～PM5：00 

       土 曜 AM9：00～PM12：30 

       休診日 日曜日、祝日 

病 床 数   210 床 

         一般病棟           54 床（うち亜急性期対象 12 床） 

         回復期リハビリテーション病棟 116 床 

         療養病棟            40 床 

指  定   身体障害者法、生活保護法、労働者災害補償保険法、原爆被爆者法、 

結核予防法 

認  定   日本医療機能評価機構認定病院 

       日本脳卒中学会認定病院 

施設基準   脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ、運動器リハビリテーション料Ⅰ、

集団コミュニケーション療法料、一般病棟入院基本料（13 対 1 入院基本

料）、回復期リハビリテーション病棟入院料、亜急性期入院医療管理料、

療養病棟入院管理料等 

医療機器   MRI 

       ヘリカル CT 

       デジタル脳波計 

       三次元動作解析装置 

       上部消化管・大腸ビデオスコープ 

       X 線透視装置（ビデオ嚥下造影検査） 

       カラードップラーエコー 

       近赤外光イメージング装置 

 

 

当院は筑紫地区で唯一の脳血管疾患障害に対するリハビリの専門病院です。150 名以上

のセラピストにより幅広いリハビリを提供しています。また、併設の介護老人保健施設

カトレア、居宅介護支援事業所カトレア、訪問看護ステーション誠愛、メディカルフィ

ットネスあいあい倶楽部と連携し、患者さんの退院後のケアの充実にも努めています。

外来へお越しの患者さんのバスによる送迎を行うなど患者さんへのサービスの向上を図

っています。 

  病院概要 
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  関連施設 

施設 所在地 開設年月 代表窓口 受付電話 

介護老人保健施設 

カトレア 

〒816-0956 

大野城市南大利 2-7-1 

平成 6 年 

9 月 

施設長 

岩瀬 豊子 

℡ 092-595-6101 

病状の安定した高齢者の方が住み慣れた地域で親しい人々に囲まれて自立した生活を送れるよ

うに、質の高いリハビリテーションや心地よい介護サービスを提供します。 

 当施設では、ご利用者様がご家族様、地域の方々、ボランティアの方々に囲まれて快適に過ごせ

るように明るい雰囲気作りを大切にしています。 

居宅介護支援事業所 

カトレア 

〒816-0956 

大野城市南大利 2-7-2 

平成 12 年

4 月 

管理者 

高尾 祐司 

℡ 092-595-1350 

ご利用者様が住み慣れた自宅で安心して生活を送れるように、十分な話し合いを行い、ご利用者

様の選択に基づき、適切なサービスが提供できるように他のサービス事業者や医療機関と連携を取

りながら支援を行っていきます。 

 

訪問看護ステーション

誠愛 

〒816-0956 

大野城市南大利 2-7-2 

平成 11 年

6 月 

施設長 

荒武 裕子 

℡ 092-595-8021 

赤ちゃんから高齢者の方まで家庭において療養が必要な方に、住み慣れた環境で安心して生活が

送れることを目的としています。 

かかりつけ医師の指示を受けて訪問看護師・理学療法士・作業療法士などが互いに連携しながら

定期的に訪問し、サービスを提供いたします。 

メディカルフィットネス 

あいあい倶楽部 
〒816-0956 
大野城市南大利 2-7-2

平成 19 年

6 月 

後藤 健太 ℡ 092-595-9703 

今、話題となっている生活習慣病の予防やメタボ対策、また、健康維持のために筋力トレーニング

などを行っています。 

障がい者対象のあいあい教室では、ストレッチ体操や筋力トレーニング、有酸素運動で体力向上、

肥満予防を行っています。 

三光クリニック 

 

〒810-0044 

福岡市中央区六本松 

4-９-3 

昭和 54 年

3 月 

院長 

吉田 昭男 

℡ 092-713-0468 

 透析治療を目的として開設し、夜間透析にての社会復帰及び昼間透析での自立した生活の維持を

目的とします。 

透析患者のＡＤＬの低下や家族の高齢化に伴い透析通院が困難になるケースが増えており、今以

上に通院送迎を充実させて対応することを目標としています。 

定年退職された患者さんの要望を取り入れ昼間透析を実施しています。 

福岡脳血管疾患研究所  平成 15 年

4 月 
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平成 25 年 
４月 １日 入社式 

４月１６日 院内勉強会 

５月２１日 院内勉強会 

６月１８日 院内勉強会 

７月 ７日 大野城南地区ソフトバレーボール大会 

７月１７日 衆議院議員選挙 不在者投票 

７月３１日 院内勉強会 

８月 ７日 サマーコンサート 

９月 ７日 院内勉強会 

９月１９日 消防訓練 

   １０月１４日 大野城南地区ユニカール競技会 

１０月１５日 院内勉強会 

１１月２６日 院内勉強会 

１２月１０日 院内勉強会 

１２月１８日 クリスマス演芸会 

 

 

平成 26 年 
１月 ６日 年賀式 

１月２８日 院内勉強会 

２月 ２日 大野城南地区ソフトバレーボール大会 

２月２６日 院内勉強会 

３月２６日 消防訓練 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  平成 25 年度 年間行事 
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部内活動 

 
医局 

 

看護部 

 

リハビリテーション部 

 

福祉部 

 

管理部 
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  医 局 

 
文責：医局長 石松義弘 

＜理念＞ 

ひとりひとりの患者さんに質の高いリハビリテーション医療を提供すべく、生

涯学習の精神を持ち、日々の研鑽に努めます。 

＜基本方針＞ 

・ 常に新しい医療知識の修得を心がけ、患者さんから信頼されるよう人間性の向

上に努めます。 
・ 科学的根拠に基づいた医療を、分かりやすく説明し、同意の上に実行します。 
・ 医の職業倫理と患者さんの権利を念頭に、日々の診療を行います。 
・ 患者さん中心のチーム医療を推進するため、他職種と連携をとり行います。 

＜平成 25 年度 事業計画；部門活動計画；医局＞ 

①回復期リハ病棟における充実加算の取得 
②外来リハの再構築 
③摂食嚥下チーム(EST)の立ち上げ 

 

＜活動内容＞  

平成 25 年度は、砥上妃美子先生が 4 月から常勤医として勤務を開始され、主に

病棟業務で力を発揮した。平成 25 年度末の医師数は、名誉院長、院長、副院長

のほか、常勤医 8 名、非常勤医（週 3 日以上勤務）3 名と更に充実した。 
医師数の増加は、入院患者数増加への対応力もさることながら、診療の質の向上

にも寄与するところが大きく、摂食・嚥下リハビリテーションを中心とした治療

アプローチの推進とあいまって、急性期病院への転院の減少や、在宅復帰率の改

善および重症患者改善度の向上、等の結果につながった。さらに、医局運営・病

院運営における各医師の役割分担がより明確となり、病院の業務改善に医局が役

割を果たせるようになった。 

 
平成 25 年度の医局の事業計画：部門活動計画として、特に以下の 3 点をあげて

いた。 
①回復期リハ病棟における充実加算の取得 
②外来リハの再構築 
③摂食嚥下チーム(EST)の立ち上げ 

 
平成 24 年度からの継続案件として、外来リハビリ部門の整理と、入院リハビリ

部門の更なる充実、との方針があり、その一環として、①回復期リハビリ病棟に
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おける充実加算の取得、を目標の一つとしていた。実際に病棟で、リハビリスタ

ッフと患者数の兼ね合いなどの調整を必要としたが、何とか、一人一日 6 単位以

上のリハビリを実施することはできるようになった。しかし、年間を通して平均

的に実施できるかどうか不確定であったことなどもあり、充実加算の取得申請は

見送られた。 

 
また、②外来リハの再構築、に関しては、成人の脳血管外来リハビリテーション

はすべて終了となることも検討されていたが、実際には、4 月以降も継続して実

施が可能となり、自宅退院直後に、更にリハビリを必要としているケースに関し

ては、短期間の脳血管リハビリを外来で実施して、その後、介護保険のサービス

利用へと移行していただく方針となり、短時間通所リハビリ(1-2 時間)、誠愛通所

リハビリ(3-4 時間)、カトレア通所リハビリ(5-6 時間)、等へ移行しつつある。 
小児外来リハビリテーションに関しては、発達障害は、就学前のリハビリに限定

しており、定期的なカンファランスの実施により、目標設定や評価を実施して、

効果的なリハビリを実施する方針としている。また、継続・中断・再開・単位数

変更などの具体的基準が策定され、外来診察・フォローアップが組織的かつ計画

的に実施されるようになった 

 
また、③摂食嚥下チーム(EST)の立ち上げ、に関しては、毎週水曜日の EST 回診

と、EST 委員会での話し合い、嚥下造影検査 VF カンファランス、等を通して、

各病棟での実際の活動がさらに充実して、経管栄養からの離脱が、速く、かつ、

確実に実施されつつある。また、歯科(福岡歯科大学内藤教授等)との連携も充実

しつつあり、歯科回診が開始されて、問題点の指摘がなされるようになり、歯科

治療へと結びつく体制が構築されつつある。今後、定期的な歯科治療、及び、VE
検査の実施などが予定されており、回復期リハビリテーション治療において、嚥

下の問題から、歯科口腔衛生の問題解決へと、更に、治療の質の改善を試みてい

るところである。 

 
更に、院内の連携強化のために、医局会への福祉部と、カトレア、訪問看護ステ

ーション、居宅支援事業所から出席をお願いし、入退院の調整、退院後の患者さ

んのフォローや再入院の必要性などの情報のやり取りをよりスムーズに行うよう

にしている。 
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＜業績＞ 

（１）論文   (論文のみ 2013 年 1 月～12 月の 1年分掲載) 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 英文原著 Kuwashiro T, 

Sugimori H, Ago 

T, Kamouchi M, 

Kitazono T; FSR 

Investigators. 

(Ibayashi S, 

included) 

Risk factors predisposing to 

stroke recurrence within one year 

of non-cardioembolic stroke 

onset: the Fukuoka Stroke 

Registry. 

Cerebrovasc 

Dis.33: 141-9, 

2013 

2013 英文原著 Nagai Y,,,  

Ibayashi S,,, 

Matsumoto M, 

J-STARS 

Investigators 

Rationale, design, and baseline 

features of a randomized 

controlled trial to assess the 

effects of statin for the 

secondary prevention of stroke: 

the Japan Statin Treatment 

Against Recurrent Stroke 

(J-STARS) 

2013,first 

published 

online: 9 SEP 

2013 

2013 英文原著 Watanabe Y, 

Itoh T, 

Shiraishi H, 

Maeno Y,  

Arima Y, 

Torikoshi A, 

Namera A, 

Makita R, 

Yoshizumi M, 

Nagao M 

Acute effects of a sarin-like 

organophosphorus agent, 

bis(isopropyl 

methyl)phosphonate, on 

cardiovascular parameters in 

anaesthetized, artificially 

ventilated rats. 

Toxicol Appl 

Pharmacol. 

272:61-66, 2013

2013 英文原著 Tokami H, Ago T, 

Sugimori H, 

Kuroda J,  

Awano H, 

Suzuki K, 

Kiyohara Y, 

Kamouchi M, 

Kitazono T, 

RANTES has a potential to play a 

neuroprotective role in an 

autocrine/paracrine manner after 

ischemic stroke  

Brain Research 

1517:122-132,2

013 
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for the REBIOS 

Investigators 

2013 和文総説 

・その他 

萩原のり子、井

林雪郎 

脳卒中の診かた - ジェネラリスト

に役立つ診療の知識と専門医との

連携. 3. 脳卒中は時代とともにど

う変わったか 

Jmedmook :  

2013 

2013 和文総説 

・その他 

井林雪郎、楠田

憲治、金山萬紀

子、渕 雅子 

平成 25 年 新年のあいさつ 誠愛タイムズ 

25(1): 2, 2013 

2013 和文総説 

・その他 

井林雪郎 敬愛すべき山口先生、有り難うござ

います！ 

枝は鳥を選ばず

（山口武典名誉

総長 叙勲・受賞

記念雑誌, 大

阪, pp35, 2013 

2013 和文総説 

・その他 

黒川 徹 てんかん学における我が師、我が同

輩 

てんかん治療研

究振興財団 財

団年報 随想 

pp160-1, 2013. 

2013 和文総説 

・その他 

黒川 徹 近年見なくなった小児疾患・小児医

療の変遷 

― 脳性麻痺 ― 

丹々会(福岡地

区小児科医会)

会報

38:pp14-16, 

2013 

2013 和文著書 井林雪郎 第１章. 脳卒中リハビリテーショ

ンとチーム医療とは． 

脳卒中リハビリ

テーションとチ

ーム医療，井林

雪郎(編)，メデ

ィカルレビュー

社，東京，

pp11-14（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 楠田憲治 第２章．脳卒中はどんな病気か．１．

脳卒中の分類と病態． 

同上， 

pp15-22（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 鍵山智子 第２章．脳卒中はどんな病気か．２．

脳卒中の神経症状． 

同上， 

pp23-36（全 260

頁）, 2013 
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2013 和文著書 渡邊義将 第２章．脳卒中はどんな病気か．３．

症候群としての脳卒中－病巣と症

状との関連性について－． 

同上， 

pp37-42（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 萩原のり子 第３章．脳卒中の治療．１．急性期

から慢性期にかけての抗血栓療法． 

同上， 

pp43-49（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 横山葉子 第３章．脳卒中の治療．２．その他

の慢性期治療． 

同上， 

pp50-56（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 横山信彦 第４章．リハビリ阻害要因としての

合併症と対策． 

同上， 

pp57-70（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 石松義弘 第５章．脳卒中地域連携クリティカ

ルパス． 

同上， 

pp71-84（全 260

頁）, 2013 

2013 和文著書 横山信彦 第 15 章．脳卒中回復期リハビリテ

ーションにおける漢方薬の活用． 

同上， 

pp233-242（全

260 頁）, 2013 

2013 和文著書 岩瀬豊子 第 16 章．介護老人保健施設のリハ

ビリテーション． 

同上， 

pp243-253（全

260 頁）, 2013 

 

 

（２）学会  （2013 年度） 

 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2013

年度 

国際

学会 

Osada Y, 

Hagiwara N, 

Ota M, 

Tanabe S, 

Shimizu H, 

Nanri H, 

Fuchi M, 

Ibayashi S 

Does the Vitamin D multi-nutrient 

supplementation increase the 

fluidity of sit-to-walk motion 

in chronic stroke patients? 

2nd Joint World Congress 

of ISPGR and Gait & Mental 

Function，Akita，2013 June
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2013

年度 

国際

学会 

Obama S, 

Hidaka T, 

Yoshimura 

A, Kanayama 

M, Matsuo M, 

Ibayashi S 

The Evaluation of Apathy Caused 

by Frontal Lobe Damage:About 

Difference in Evaluation between 

Family Members and Nurses 

Asia Pacific Stroke 

Conference,Hongkong,2013 

Sept. 

2013

年度 

国際

学会 

Yokoyama Y, 

Yokoyama N, 

Kagiyama T, 

Watanabe Y, 

Ishimatsu 

Y, Kusuda K, 

Onoyama K, 

Ibayashi S 

Intentional Oral Food Intake 

Challenge Improves the ADL 

Outcome of Severe Stroke 

Patients. 

Internationcal Stroke 

Conference, San Diego, 

CA, USA, 2014 Feb. 

2013

年度 

国内

学会 

横山信彦、井

林雪郎、小野

山薫 

在宅胃瘻患者のサルベージリハビ

リテーションの取り組みとその問

題点について 

第 15 回日本在宅医学会大

会 in 愛媛、2013, 松山, 3

2013

年度 

国内

学会 

萩原のり子、

横山信彦、渡

邊義将、鍵山

智子、横山葉

子、小野山

薫、井林雪郎

超高齢大腿骨近位部骨折患者に対

する栄養サポートチーム介入   - 

FIM を用いた効果検証 -. 

第 50 回日本リハビリテー

ション医学会学術集会, 

2013, 東京, 6 

2013

年度 

国内

学会 

横山葉子、萩

原のり子、鍵

山智子、渡邊

義将、横山信

彦、佐竹孝

之、小野山

薫、井林雪郎

リハビリテーション病院における

気管カニューレ抜去に関与する因

子の検討. 

第 50 回日本リハビリテー

ション医学会学術集会, 

2013, 東京, 6 

2013

年度 

国内

学会 

横山葉子、横

山信彦、井林

雪郎 

回復期リハビリテーション病棟に

おける経管栄養患者の転帰 Ⅰ.経

口摂取獲得と在宅復帰率の年次変

化について. 

第 19 回日本摂食・嚥下リハ

ビリテーション学会学術大

会, 2013, 岡山，9 

2013

年度 

国内

学会 

横山信彦、横

山葉子、井林

雪郎 

回復期リハビリテーション病院に

おける経管栄養患者の転帰 II. 経

口摂取獲得がＡＤＬと在宅復帰に

与える影響について 

第 19 回日本摂食・嚥下リハ

ビリテーション学会学術大

会, 2013, 岡山，9 
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2013

年度 

国内

学会 

横山信彦 医療・リハビリテーションにおける

口から食べることの重要性 

第 17 回日本病態栄養学会 

メディカルスタッフセッシ

ョン２ チーム医療 ～摂

食嚥下障害患者の栄養管理

～, 2014, 大阪, 1 

2013

年度 

国内

学会 

萩原のり子、

横山信彦、渡

邊義将、鍵山

智子、横山葉

子、石松義

弘、郷田治

幸、楠田憲

治、井林雪郎

回復期リハビリテーション期にお

ける脳卒中再発症例の検討-当院で

の連続 1,301 症例について- 

第 39 回日本脳卒中学会，

2014，大阪, 3 

 

 

（３）研究会ほか  （2013 年度） 

 

年 種別 演者名 タイトル 講演会など名称 開催地 月日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △「適切な抗血栓療法 リ

スク＆ベネフィットの観

点から」(矢坂正弘先生講

演)：Closing Remarks 

筑紫脳卒中カンファ

レンス 

春日市 4 月

11 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △リハビリテーション 

一般講演：座長 

第 54 回日本神経学

会学術大会 

東京都 6 月 

1 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △「脳梗塞治療における抗

血小板療法 リスク＆ベネ

フィット」(湧川佳幸先生

講演)：座長 

福岡薬剤師医療連携

講演会 

福岡市 5 月

17 日 

2013

年度 

研究会

講演 

石出信

正、井林

雪郎、北

風政史、

丸山幸夫 

CHART-2/SUPPORT-Trial 

パネルディスカッション

「慢性心不全例における

身体活動量が心血管イベ

ントに及ぼす影響」 

第 20 回東北心不全

協議会 学術講演会 

仙台市 7 月 

7 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪

郎、豊田

章宏 

△地域リハビリテーショ

ンの推進 シンポジウム

３：座長 

第 16 回日本病院脳

神経外科総会  

福山市 7 月

20 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △第 23 回脳血管シンポジ

ウム「脳卒中運動麻痺回復

の新たな治療戦略 - ボツ

第 23 回脳血管シン

ポジウム 

吹田市 9 月

14 日 
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リヌス治療と TMS -」(原 

寛美先生講演)：座長 

2013

年度 

大学院

講義 

井林雪郎 大学院講義：脳卒中学 

#1/5 

聖マリア学院大学 

大学院 看護学研究

科 講義 

久留米

市 

9 月

20 日 

2013

年度 

座長司

会等 

Ibayashi 

S 

△Risk factors and 

primary prevention：

Chair 

The 6th Korea-Japan 

Joint Stroke 

Conference 

Osaka 

City, 

Japan 

10 月

5 日 

2013

年度 

大学院

講義 

井林雪郎 大学院講義：脳卒中学 

#2/5 

聖マリア学院大学 

大学院 看護学研究

科 講義 

久留米

市 

10 月

18 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △運動、覚醒と脳循環代謝

一般講演：座長 

第 25 回日本脳循環

代謝学会総会  

札幌市 11 月

1 日 

2013

年度 

大学院

講義 

井林雪郎 大学院講義：脳卒中学 

#3/5 

聖マリア学院大学 

大学院 看護学研究

科 講義 

久留米

市 

11 月

8 日 

2013

年度 

大学院

講義 

井林雪郎 大学院講義：脳卒中学 

#4/5 

聖マリア学院大学 

大学院 看護学研究

科 講義 

久留米

市 

11 月

22 日 

2013

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 脳卒中診療：回復期病院か

らみた医療連携ブッチャ

ケ独り言 

福岡薬剤師医療連携

講演会 

福岡市 11 月

29 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △再発予防のための抗凝

固療法 特別１講演：座長

（湧川先生） 

筑紫地区抗凝固療法

カンファレンス 

福岡市 11 月

30 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山葉

子、井林

雪郎 

新規経口抗凝固薬の使い

分けと課題について 

筑紫地区抗凝固療法

カンファレンス 

福岡市 11 月

30 日 

2013

年度 

大学院

講義 

井林雪郎 大学院講義：脳卒中学 

#5/5 

聖マリア学院大学 

大学院 看護学研究

科 講義 

久留米

市 

12 月

13 日 

2013

年度 

研究会

講演 

石出信

正、井林

雪郎、丸

山幸夫 

CHART-2/SUPPORT-Trial 

パネルディスカッション

「心不全診療におけるス

タチンの有用性」 

第 20 回東北心不全

協議会 学術講演会 

仙台市 12 月

14 日 

2013

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 回復期脳卒中学と

Struggle 物語 - リハビ

リテーションの重要性 - 

福岡徳洲会病院教育

講演会 

春日市 1 月

23 日 

2013 研究会 井林雪郎 アラ還前後からのストレ 福岡県保健衛生担当 福岡市 2 月
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年度 講演 ス病にご用心 〜 脳卒中

編 〜 

者研修会 28 日 

2013

年度 

座長司

会等 

井林雪郎 △日本脳卒中学会 医療連

携（地域連携）：口演座長

STROKE2014-第 39 回

日本脳卒中学会総会 

大阪市 3 月

13 日 

2013

年度 

研究会

講演 

井林雪郎 回復期脳卒中の Struggle

物語 〜リハビリの重要性

〜 

東尾張脳卒中学術講

演会 

長久手

市 

3 月

17 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 少子高齢化社会：ヤングと

シニアはどう生きるか 

誠愛リハビリテーシ

ョン病院 小児勉強

会 

大野城

市 

4 月

22 日 

2013

年度 

 

研究会

講演 

 

黒川 徹 ①自閉症スペクトラム障

害のアウトカム：知能の

変化について 

②オバマ大統領について 

誠愛リハビリテーシ

ョン病院 小児勉強

会 

 

大野城

市 

5 月

27 日 

 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 ①遠城寺式乳幼児分析的

発達検査法 

②新島八重と会津魂の 

遍歴 

誠愛リハビリテーシ

ョン病院 小児勉強

会 

大野城

市 

6 月

24 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 ①脳性麻痺における 近

の動向 

②前頭葉の働きについて 

誠愛リハビリテーシ

ョン病院 小児勉強

会 

大野城

市 

7 月

22 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 てんかんの発作像（ビデオ

供覧） 

誠愛リハビリテーシ

ョン病院 小児勉強

会 

大野城

市 

2 月

24 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 ①てんかんと脳の機能 

②2030 年の日本と世界 

誠愛リハビリテーシ

ョン病院 小児勉強

会 

大野城

市 

3 月

24 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 知能と社会性の発達につ

いて：遠城寺式乳幼児分析

的発達検査表を中心に 

筑紫小児科医会 福岡市 7 月

20 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川徹、

横溝裕

子、重籐

由紀 

自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ障害のアウ

トカム：知能の変化につい

て 

第 55 回日本小児神

経学会 

  5 月

31 日 

2013

年度 

研究会

講演 

黒川 徹 脳科学からみたてんかん

の発作と精神症状 

てんかん協会福岡県

支部・てんかん医療

相談会 

  7 月

14 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 回復期リハビリテーショ

ン病棟の取り組み 

平成 25 年度第 1回 

筑紫地区脳血管障害

太宰府

市 

5 月 

8 日 
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地域連携協議会合同

連携勉強会 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 回復期リハビリから見た

口から食べることの重要

性 

第 22 回認知機能障

害と脳循環研究会 

福岡市 5 月

13 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 回復期リハビリから見た

口から食べることの重要

性 

NPO 法人 口から食

べる幸せを守る会 

第一回 in 横浜 

横浜市 7 月

13 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 回復期リハビリから見た

口から食べることの重要

性 

若手脳卒中ニューロ

リハの会 

長崎市 7 月

24 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 嚥下障がいと腸管管理 

〜口から食べんと良くな

らんとです〜 

熊本県栄養士会 平

成 25 年度生涯学習

研修会 

熊本市 8 月

17 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『東洋医学 ～漢方につ

いて～』 腸から立て直す

脳卒中 

熊本県医療法人協会

栄養士部会研修会 

熊本市 8 月

22 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『口から食べるとこんな

に違う！』 

ネスレヘルスサイエ

ンスカンパニー 

N+1 

福岡市 9 月 

9 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 延髄外側梗塞により難治

性嚥下障害を来した一例 

平成 25 年度第 2回 

筑紫地区脳血管障害

地域連携協議会合同

連携勉強会 

太宰府

市 

9 月

11 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『摂食・嚥下リハビリテー

ションにおけるチームア

プローチ』 脳卒中は口か

ら食べんと良くならん！ 

医療法人庄正会 蜂

須賀病院院内研修会 

宗像市 9 月

12 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中リハビリにおけ

る漢方治療について』 

洞薬会 9 月度学術

講演会 

北九州

市 

9 月

17 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『病気は食べんとよくな

らん！』 

実地臨床と発生進化学か

らみた考察 

社会福祉法人是真会

十善会病院 平成25

年度第 3回 NST 院内

研修会 

長崎市 10 月

22 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中は口から食べん

とよくならん！』 

～脳卒中リハビリにおけ

る口から食べることの重

要性について～ 

第 17 回 粕屋北

部・宗像 脳卒中と

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌｫｰﾗﾑ 

宗像市 10 月

24 日 
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2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『高齢者医療・リハビリに

おける口から食べること

の重要性』 

第２回 有明摂食・

嚥下研究会 

玉名市 11 月

1 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中への漢方の展開』 第 22 回 日本脳神経

外科漢方医学会学術

集会 教育講演 

東京 11 月

2 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中リハにおける栄

養・免疫機能のアセスメン

ト』 「腸」から脳卒中リ

ハビリを考える 

熊本保健科学大学 

脳卒中リハビリテー

ション認定看護師コ

ース 講義 

熊本市 11 月

5 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中になっても口か

ら食べて住みなれた家に

もどろう !』 

上五島病院院内研修

会 

上五島

町 

11 月

21 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 回復期のリハ栄養 初級

者編 

第３回日本リハ栄養

研究会学術集会 教

育講演 

福岡市 11 月

30 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中リハビリにおけ

る口から食べることの重

要性』 

医療法人博光会 御

幸病院院内研修会 

熊本市 12 月

7 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中リハビリにおけ

る口から食べることの重

要性』 

社会医療法人財団白

十字会 白十字病院

NST 研修会 

福岡市 1 月 

7 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『嚥下障害と腸管管理』 

口から食べんとよくなら

ん！ 

福岡県栄養士会 平

成 25 年度生涯学習

研修会 

福岡市 1 月

19 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『なぜ口から食べること

が大事か』 オーバービュ

ー 

NPO 法人 口から食

べる幸せを守る会 

九州研修会 

福岡市 2 月 

9 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『回復期リハビリテーシ

ョン病棟 前線』 

～入院早期摂食・嚥下リハ

を中心に～ 

第 9回 鶴巻地区・

慢性期医療 リハビ

リテーション懇話会 

秦野市 2 月

27 日 
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2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『脳卒中リハビリにおけ

る食事経口摂取の重要性』

～口から食べんと良くな

らん！～ 

第 17 回 福岡東部

地区脳疾患フォーラ

ム 

福岡市 3 月

19 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山信彦 『病気は口から食べんと

良くならん！！』 

～脳卒中回復期リハビリ

からみた食事経口摂取の

重要性～ 

在宅支援の輪・愛知 

第 12 回研修会 

NPO法人 口から食べ

る幸せを守る会 中

部地区第１回研修会 

名古屋

市 

3 月

22 日 

2013

年度 

研究会

講演 

横山葉子 口から食べるアプローチ

で組織が変わる②「誠愛リ

ハビリテーション病院の

場合」 

NPO 法人 口から食

べる幸せを守る会 

九州研修会 

福岡市 2 月 

9 日 

 

 

 

（４）査読  （2013 年度） 

 

年 雑誌名 査読者名 論文題名 月日 演者名 

2013

年度 

J Stroke CVD   Ibayashi S

電子査読 

C242T polymorphism of 

p22phox gene of the Nox: a 

putative pathological risk 

factor for stroke in 

Kashmiri population 

5 月 7 日 A.S., et al

2013

年度 

Eur Heart J  Ibayashi S

電子査読 

Treating Hypertension in 

the very elderly.  

6 月 25 日 R.P., et al

2013

年度 

Eur Heart J  Ibayashi S

電子査読 

Treating Hypertension in 

the very elderly. 再査読 

9 月 27 日 R.P., et al

2013

年度 

J Stroke CVD   Ibayashi S

電子査読 

Factors related to 

hyperhomocysteinemia in 

chronic stroke patients. 

10月28日 S-H.C., et 

al 

2013

年度 

J Stroke CVD   Ibayashi S

電子査読 

Sleep disturbances after 

stroke onset. 

12月16日 M.S., et al
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2013

年度 

J Stroke CVD   Hagiwara N

電子査読  

合計 12 編（学会編集委員会

資料から） 

4月〜3月   
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  看 護 部 

 
文責：看護部副院長 金山萬紀子 

＜理念＞ 
 セルフケアの再獲得とて適応促進への援助を行い、患者さんと家族の自立を目

指した看護を実践します。 

 
＜基本方針＞ 
・ 対象者の意志を大切にする事を念頭におき、その人が自分の生活の場で再び

生活できる（適応）よう、セルフケア能力の向上のために看護を実践する。 
・ 障害を受け入れ(適応)、病気の中に意味を見いだすことができるような看護を

実践する。 
・ 障害を持った人々の自立へ向けて、機能回復から社会への統合まで、一貫し

た看護を実践するために、日々アセスメントと介入技術の向上に努める。 
・ 看護の重要概念である「人間・健康・環境･看護」について研究活動を行い看

護の発展に、ひいては人々の健康と幸福のために、日々研鑽する。 

 
＜活動内容＞ 
 看護部の｢セルフケアの再獲得と適応促進への援助を行い、患者さんと家族の自

立を目指した看護を実践します｣という理念を、実践の中で具体的に展開していく

ために、平成 10 年からロイ適応看護モデル（The Roy Adaptation Model）を基

盤とした看護を実践している。平成 17 年 10 月には電子カルテシステムが導入さ

れ、このシステムの看護記録はロイ適応看護モデルが基盤となっており、電子カ

ルテ上で看護過程が展開できるようになっている。 
 今年度の取組としては、院外へ看護の情報発信を行うために看護部ブログ（リ

ハナースのブログ）を開始した。ＨＰではリアルタイムに情報の発信が難しいた

め、看護部での勉強会や院内の活動等について情報発信している。 
院内における教育活動としては、臨床教育を職種別（看護師･准看護師・介護福

祉士・看護助手）に継続的に行った。平成 21 年度から介護福祉士の受験対策を

開始し、平成 21 年度から平成 25 年度までに 23 名の介護福祉士の合格者を出す

ことができた。今後も全ての看護助手が介護福祉士資格を取得できるよう取り組

んでいきたい。 
院外における活動では、聖マリア学院大学大学院看護学研究科（修士課程）講

師、熊本保健科学大学で開催された脳卒中リハビリテーション看護の認定看護師

教育課程において、生活再構築のための支援技術（金山）の科目について講義を

担当した。 
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<2013 年度臨床教育> 

 

教育項目 対象 実施日 担当者 

理念の理解「ロイ適応看護

モデルを基盤とした理念」 
看護師・准看護師 5/28 金山萬紀子 

吉村綾子 

高次脳機能障害 
「注意障害」 

看護師・准看護師 6/11 中島峰子 

接遇（高齢者疑似体験） 全介護職員 6/27，6/28，
7/1，7/2 

恵良知子 

医療機器安全対策講習会 
「呼吸器」 

看護師・准看護師 7/3 メディック呼吸器 
西谷氏 

医療機器安全対策講習会 
「心電図モニター」 

看護師・准看護師 7/12 フクダ電子 

医療機器安全対策講習会 
「輸液ポンプ」 

看護師・准看護師 7/12 トップ 

感染対策 
「スタンダードプリコー

ション」 

全看護介護職員 8/14 上津原珠美 

日常生活機能評価 看護師・准看護師 8/16 1 病棟：谷口藍 
3 病棟：藤原麻紀子

感染対策 
「感染管理トレーニング

研修の報告」 

全看護介護職員 12/16 1 病棟：谷口藍 

介護福祉士受験対策 助手 2/27 吉村綾子他 

口腔ケア 看護師・准看護師 3/19 戸嶋早織 
3 病棟：白楽志津子

 
 
＜業績＞ 

 
（1）学会発表 

 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2013
年度 

国内

学会 
俣木優美， 
日高艶子， 
児島晶代， 

山本ゆかり， 
金山萬紀子 

覚醒水準の向上に伴い

注意障害・右半側空間無

視を認め摂食セルフケ

ア不足をきたした患者

の看護介入の検討 （口

演） 

 

第 11 回日本臨床医療

福祉学術集会，長野，

2013，8 
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2013
年度 

国際

学会 
Obama S, 
Hidaka T， 

Yoshimura A, 
Kanayama M, 
Matsuo M, 
Ibayashi S 

The Evaluation of 
Apathy Caused by 
Frontal Lobe 
Damage:About 
Difference in 
Evaluation between 
Family Members and 
Nurses 

Asia Pascific Stroke 
Conference2013,Hong 
Kong,2013,9 

2013
年度 

国内

学会 
松尾佐智子， 
戸嶋早織， 
金山萬紀子 

脳血管障害における退

院後の FIM 値低下の要

因の検討‐役割遂行に

焦点を当てて‐ 
（口演） 

第 25 回日本リハビリ

テーション看護学会学

術大会，千葉，2013，

10 

2013
年度 

国内

学会 
松尾綾香， 
日高艶子， 
小浜さつき 

脳卒中患者の嚥下障害

に対する看護介入の検

討‐開口と舌挺出が困

難な患者に実施した口

腔ケアの効果－ 
（口演） 

第 25 回日本リハビリ

テーション看護学会学

術大会，千葉，2013，

10 

 
 
（2）研究会ほか 

 

 
聖マリア学院大学大学院看護学研究科（修士課程）講師 
○金山萬紀子，回復期リハビリテーションにおける組織 人的資源・療養環境 
       ‐脳卒中リハビリテーションの場合‐    

2013.11.2 福岡県久留米市 

 
脳卒中リハビリテーション看護認定看護師教育課程講師 
○金山萬紀子，生活再構築のための支援技術， 
       ‐脳血管障害患者の転倒要因と対策‐ 
       ‐離院予防対策‐ 

2013.12.10，熊本県熊本市 

 
 

年 種別 演者名 タイトル 講演会など名称 開催地 月日 

2013

年度 

シンポ

ジウム 

金山萬紀子 回復期における高次脳

機能障害患者の転倒要

因の分析と対策 

第 16 回日本病院

脳神経外科学会 

福山市 7 月

20 日 
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（3）研修受け入れ  
介護福祉士職場体験 インターシップ 
○麻生医療福祉専門学校 介護福祉科 2 年生 2 名，2013.7.18（木） 
○麻生医療福祉専門学校 介護福祉科 2 年生 1 名，2013.9.20（金） 
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  リハビリテーション部 

 
文責：副院長 渕 雅子 

＜理念＞  
患者さん個々のニーズに応じた、 大限の機能回復と質の高い日常生活活動の獲

得を目指したリハビリテーションを実践する。 

 
＜基本方針＞ 
・ 小児から高齢者までの障害を持った方に対し、入院から在宅にいたる     

継続的なリハビリテーションを実施する。 
・ 発症後の亜急性期から回復期では、 大限の機能回復と活動能力の獲得を  

積極的に行う。 
・ 維持期では、更なる機能性の向上と、環境適応能力の拡大を図る。 
・ ボバース概念を基礎とした神経リハビリテーションを展開し、       

質の高い日常生活の獲得を目指す。 
・ 行動障害に対しては、適応行動とコミュニケーション能力の向上を     

図りながら、社会適応行動を支援する。 
・ 地域社会との連携をとりながら、個々のニーズや状況に応じた在宅復帰や  

職業復帰と社会参加を支援する。 
・ リハビリテーション効果の検証に積極的に努める。 
・ 臨床に根ざした学術研究及び研修活動を積極的に行う。 

 
＜活動内容＞ 
平成 25 年 4 月 1 日現在、23 名の新人セラピストを迎え、理学療法士（PT）63

名、作業療法士（OT）65 名、言語聴覚士（ST）25 名、総勢 153 名で、単独施

設としては国内でも有数のセラピスト数を誇るリハビリテーション専門の病院で

ある。開設初期より脳卒中の入院患者を中心とした、中枢神経疾患に対するリハ

ビリテーションを実践するとともに、外来リハや 3～4 時間の通所リハに加え、

訪問リハや平成 25 年 1 月より開始した短時間通所リハ（1～2 時間）など、回復

期～生活期までの一貫したリハを実践している。また、中枢神経疾患の一環とし

て脳性まひ児と急速に増加する発達障害に対する小児リハを実践してきた。これ

らの中では特に神経科学の 新の知見を学びながら、ボバース概念を背景とした

神経リハビリテーションの実践を行っている。さらに、国の方針を受け、医療保

険からの移行や、障害をもっても健康で生き生きと暮らせることを目的に、メデ

ィカルフィットネスにセラピストの配属を行っている。そして、これらの多岐に

わたる領域を、セラピスト間でジョブローテーションを行い、常に活性化させる

ことを心掛けている。 
 当院リハビリテーション部では、以上の活動を臨床・教育・研究という 3 つの

柱をもとに展開している。以下それぞれについて報告する。 
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（１）臨床 
 116 床ある回復期リハビリテーション病棟（以下回リハ病棟）を中心とした入

院診療（入院）、退院後在宅生活をしながら機能回復や生活の再建を目指す成人の

外来診療（外来成人）、肢体不自由児・自閉症を中心とした発達障害児の機能回復

や就園・就学への援助に努める小児の外来診療（外来小児）の 3 つの領域がある。

これらにおいて、ここ数年行なってきた専門領域への完全なる専従スタッフの配

置により、各領域におけるシステムの構築と専門性の充実をはかり、チームアプ

ローチの成熟へ取り組んだ。 
入院： 
一般病棟、3 つの回復期リハ病棟、療養病棟の計 5 つの病棟における役割の明確

化を行い、スタッフの完全病棟専従性と、病棟移行に伴う連続性、情報共有を図

った。また、退院後の在宅での継続的リハとの連携により、増々の在宅復帰に努

めた。回復期リハ病棟では、朝の申し送り時間はリハのスタッフも全員参加し、

朝カンファレンスとして情報伝達のみならず、患者に関するディスカッションも

積極的に行った。その結果、病棟での統一した介護や、看護師による病棟訓練が

活発に行われている。 
外来成人： 
当院は開設当初より、継続的リハの重要性を考え、外来でのリハを実践してきた

が医療保険から介護保険への移行という国の方針を受け、介護保険への移行を積

極的に行っている。しかし、まだ回復途中にある患者に対しては、医療での個別

リハも必要で、特に若い患者に対しては社会復帰を目指したリハを実施している。 
外来小児： 
長年経験してきた肢体不自由児・者へのライフステージに応じた取組や、年々増

加する発達障害児に対し、多職種での連携したアプローチとともに、家族への介

入にも力を注いでいる。また、発達障害への対応はリハ関連施設のみならず、地

域や、学校を取り巻く社会全体での課題であり、様々な機関との連携が重要とな

ってきた。そのため関係各機関への出向も積極的に行っている（＜業績＞（１）

参照）。 

 
（２）教育   
卒前教育： 
学生の臨床実習を積極的に引き受け、セラピストになる過程で重要な臨床場面で

の教育の一端を担うとともに、養成校への講師派遣も行っており、これからます

ます増えるセラピストの育成に総合的に貢献している（＜業績＞（２）参照）。 
卒後教育： 
誠愛リハビリテーション病院研修会として、内外の講師を招き、様々な領域にわ

たる多くの研修会を企画・運営しており、平成 25 年度は 615 人のリハビリテー

ション関連職種の方々に参加していただいた。（＜業績＞（３）参照）。 
職員教育： 
内部職員においては、綿密な計画に基づき、年間を通じて、新人教育、症例検討
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会、グループディスカッション、実技練習、外部研修会参加者の伝達講習など、

多岐にわたる職員教育を行い、多くのスタッフの質の均一化と向上に努めている。

特に今年度は、診療別でそれぞれの課題となるテーマ設定での勉強会と、役職者

の司会の下、経験年数別の症例検討会（グループディスカッション）を 1 年間継

続しておこなった。症例検討会では、症例の評価と介入の中で目標とする課題を

明確にして問題解決を行い、臨床推論能力の向上に努めた。また、新人教育につ

いては、4～5 月毎日 90 分ずつの講義・実技を実施し、6 月は臨床の中で症例を

通じて実践的指導を行った。さらに 2～3 月はそのフォローアップとして症例検

討会を実施し、1 年目として会得すべき課題を確認した。 

 
（３）研究 
 当院においては、臨床の実践のみならず、その効果についての検証にも積極的

に取り組んでいる。特に、三次元動作解析装置(VICON 社：赤外線カメラ 14 台、

床反力計 6 台)や、近赤外光脳機能イメージング装置（NIRS：㈱島津製作所製）

などの先端機器を導入して、根拠に基づいたリハビリテーションの実践や効果判

定に活用している。また、九州大学大学院工学研究院機械工学部門とともに上肢

治療用ロボットの開発に取り組んでいる。これらの研究成果は積極的な学会発表

のみならず、論文化にも取り組んでいる。さらに本年は、専門領域や診療ごとの

研究にも力を入れ、日本摂食嚥下学会での発表や、回復期リハ病棟協会主催の研

究大会には 4 演題の発表を行った。また、国内の学会だけではなく、国際学会に

も毎年演題を出しており、今年も１演題の発表を行った。今後は多職種連携での

研究も積極的に行っていきたいと考えている。（＜業績＞（6）参照）。 
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（１）地域派遣業務 

 

活動名 派遣場所 派遣職員 活動日程 

介護予防事業   

（長生きがい教

室） 

筑紫野市      

（下見隣保館・京

町隣保館・岡田

隣保館・永岡隣

保館）        

理学療法士 2 名

作業療法士 2 名

（各年 6 回×4 ヵ

所） 

平成 25 年 5/14･17･22･23、6/11、7/19･

24･25、8/22･27、9/20･25、10/24、

11/15･26･27、12/26 

平成 26 年 1/17･22･28、2/21･25･26･27

機能訓練事業   

（くれよんクラブ） 

春日市          

（パレット館） 

理学療法士 1 名

(毎週月） 

平成 25 年 4/9･16･23、5/7･14･28、6/4･

11、7/2･9･16･23･30、8/6･20･27、9/3･

10･24、10/1･8･22･29、11/12･19･26、

12/3・10・17・24 

平成 26 年 1/7･21･28、2/14･18･25、

3/11・18 

作業療法士 1 名

（毎週木） 

平成 25 年 4/4･11･18･25、5/2･9･16･

23、6/6･13･20･27、7/4･11･18･25、8/1･

8･22･29、9/5･12･19･26、10/3･10･17･

24･31、11/7･14･21･28、12/5･12･19･26 

平成 26 年 1/9･16･23･30、2/6･13･20･

27、3/6･13･20･27 

作業療法士 1 名

（月 2 回）     

平成 25 年 4/5･19、5/17、6/7･21、7/5･

19、8/2･30、9/6･20、10/4･18、11/1･

15、12/6･20 

平成 26 年 1/17、2/7･21、3/7 

乳幼児発達相談 

大野城市        

(筑紫保健福祉環

境事務所) 

言語聴覚士 1 名

（隔月第 3 木）  

平成 25 年 4/18、6/20、8/22、10/17、

12/19 

平成 26 年 2/20 

 

 

（２）臨床実習受け入れ養成校  

 

養成校名 PT OT ST 

朝日リハビリテーション専門学校 1   

医療福祉専門学校 緑生館 1 1  

福岡国際医療福祉学院 1   

宝塚医療大学 1   

鹿児島大学  1  

高知リハビリテーション学院  1  
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長崎大学  1  

長崎リハビリテーション学院 1 1 1 

西日本リハビリテーション学院 1   

柳川リハビリテーション学院   1 

沖縄リハビリテーション福祉学院 1  1 

計 7 5 3 

 

 

（３）誠愛リハビリテーション病院研修会 

 

日時 研修会および講師 

平成 25 年 6 月 8 日(土） 

～9 日(日） 

「CVA 研修会」 

講師：誠愛リハビリテーション病院 

リハビリテーション部  花田 美穂  他 

平成 25 年 8 月 16 日(金） 

～18 日(日） 

「臨床動作分析実習セミナー」 

講師：国際医療福祉大学大学院 

教授 山本 澄子先生 

国際医療福祉大学保健学部 

講師 勝平 純司 先生 

新潟医療福祉大学 

教授 江原 義弘先生 

平成 25 年 9 月 7 日(土） 

～8 日(日） 

「脳卒中患者の基本ハンドリング研修会」 

講師：誠愛リハビリテーション病院 

リハビリテーション部 林 克樹 

平成 25 年 9 月 28 日(土） 

～29 日(日） 

「高次脳機能研修会」 

講師：誠愛リハビリテーション病院 

リハビリテーション部 渕 雅子 他  

平成 25 年 10 月 12 日（土） 「ST 研修会」 

講師：志學館大学人間関係学部心理臨床学科 

教授 飯干紀代子教授 

平成 25 年 11 月 30 日(土）・ 

12 月 1 日(日） 

「上肢・手研修会」 

講師：誠愛リハビリテーション病院 

リハビリテーション部 林 克樹 他  

平成 25 年 12 月 7 日(土）・8(日） 「環境適応研修会」 

講師：藤田保健衛生大学衛生学部 

教授 冨田 昌夫先生 

平成 26 年 2 月 15 日(土）・16 日

(日） 

「日常生活活動研修会」 

講師：誠愛リハビリテーション病院 

リハビリテーション部 渕 雅子 他  
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平成 26 年 3 月 8 日(土）・9 日(日） 「歩行分析研修会」 

講師：国際医療福祉大学大学院 

教授  山本 澄子 先生 

 

 

（4） ボバース講習会関連 

 

基礎講習会 A 前半：   

平成 25 年 6 月 10 日 ～6 月 21 日 渕 雅子 

後半： 他インストラクター 

平成 25 年 9 月 2 日～9 月 6 日    

基礎講習会 B 前半：   

平成 25 年 8 月 19 日 ～8 月 30 日 林 克樹 

後半： 他インストラクター 

平成 25 年 11 月 11 日～11 月 15 日   

上級講習会 
平成 25 年 11 月 25 日～11 月 29 日

渕 雅子 

他インストラクター 

言語聴覚士のためのインフォ

メーションコース 
平成 26 年 2 月 20 日～23 日 

認定講習会客員講師

（ST） 

ボバース基礎講習会修了者研

修会（同窓会） 
平成 26 年 3 月 1 日・2 日 当院インストラクター 

Introductory Module 1 平成 25 年 5 月 18 日・19 日 渕 雅子 

(ボバース基礎講習会の紹介講

習会） 
主催：JBITA 林 克樹 

Introductory Module 2 平成 25 年 7 月 6 日・7 日 赤松 泰典 

(ボバース基礎講習会の紹介講

習会） 
主催：JBITA 渕 雅子 

Introductory Module 3 平成 25 年 9 月 21 日・22 日 赤松 泰典 

(ボバース基礎講習会の紹介講

習会） 
主催：JBITA 渕 雅子 
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（5）職員研修一覧 

 

研修名 期間 頻度 時間数 内容 

新人研修 

  

4 月 毎日 100 分 講義・実技 

5 月 毎日 100 分 
症例を通してのクリニカルリーズ

ニング 

6 月 週 1 回 40 分 個々の症例のスーパービジョン 

2 月 
～3 月 

6 回 2 時間 
フォローアップ研修（講義・実技・

ディスカッション） 

経験年別症例検討会 通年 毎週木曜日 50 分 経験年別グループでの症例検討 

診療別勉強会 通年 月 1 回 50 分 各診療での講義・実技・症例検討

外部研修等の伝達 通年 毎週水曜日 30 分 研究発表、学会報告、実技伝達等

各職種勉強会 通年 月 2 回 １時間 講義・実技・症例検討 

外部講師勉強会 通年 年 1 回 １時間   

院内研究発表会 4 月 年 1 回 2 日間 ポスター発表 

 

(6)学会発表 

種別 演者名 演題名 学会名 

国内

学会 

田邉紗織，長田

悠路，大田瑞

穂，渕雅子 

脳血管障害片麻痺患者の歩行に

おける体幹の角度変化量と歩行

自立度及び下肢との関係 

第 48 回日本理学療法学術大会 

，愛知，2013，05 

国内

学会 

長田悠路，渕雅

子 

片麻痺患者はどちらの足から歩

き始めるほうが安全で効率的か

～動的バランス指標 Xcom を用

いた分析～ 

第 48 回日本理学療法学術大会 

，愛知，2013，05 

国内

学会 

大田瑞穂，長田

悠路，田邉紗

織，渕雅子 

脳卒中片麻痺患者の歩行運動に

おける力学的エネルギー変換率

を低下させる要因 

第 48 回日本理学療法学術大会 

，愛知，2013，05 

国内

学会 

安谷屋晶子，林

克樹，小野山

薫，坂井伸朗，

村上輝夫 

脳卒中片麻痺患者の上肢治療用

ロボット 

―到達把持動作における肩甲

骨，肩関節の動きの変化につい

て― 

第 47 回日本作業療法学術大会，

大阪，2013，6 

国内

学会 

中畑頼枝，久保

拓哉，渕雅子 

両側視床・後頭葉内側の損傷に

より記憶障害を主とした高次脳

機能障害を呈した症例に対する

作業療法介入 

第 47 回日本作業療法学術大会，

大阪，2013，6 
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国内

学会 

大庭優作，大田

瑞穂，渕雅子 

脳卒中片麻痺患者の片手による

下衣操作の自立要素の検討 第

2 報 

―経時的変化を通して― 

第 47 回日本作業療法学術大会，

大阪，2013，6 

国際

学会 

Yuji Osada, 

Noriko 

Hagiwara, 

Mizuho Ota, 

Saori Tanabe, 

Hirotaka 

Shimizu, 

Hideyuki Nanri, 

Masako Fuchi, 

Setsuro Ibayashi 

Does the Vitamin D multi-nutrient 

supplementation increase the 

fluidity of sit-to-walk motion 

in chronic stroke patients? 

2nd Joint World Congress of ISPGR 

and Gait & Mental Function，Akita，

2013，6 

国内

学会 

大田瑞穂，渕雅

子 

脳卒中片麻痺歩行の力学的エネ

ルギー交換率からみた分析 

―実用的移動自立度・立脚期で

の異常分類からみた検証― 

第 3 回ボバース学会，東京，2013，

7 

国内

学会 

渕雅子，長田悠

路 

脳卒中片麻痺患者の立ち上がり

動作の評価と介入 

－三次元動作解析装置を用いた

評価・分析と効果検証― 

第 3 回ボバース学会，東京，2013，

7 

国内

学会 

竹下直樹，田村

結樹，渕雅子，

横山信彦 

頭蓋底髄膜腫術後嚥下障害をき

たし、喉頭形成術を伴う嚥下リ

ハビリテーションにより良好な

転帰をたどった一例 

第 19 回日本摂食・嚥下リハビリ

テーション学会学術大会，岡山，

2013，9 

国内

学会 

長田悠路，渕雅

子 

なぜ、 片麻痺患者は起立動作で

失敗するのか  

～動的バランス指標（ Xcom ）

を用い離殿の難しさ探る～ 

第 35 回臨床歩行分析研究会定例

会，青森，2013，11 

国内

学会 

南里英幸，大庭

優作，長田悠

路，渕雅子 

排泄動作における後方からの後

始末動作の分析 

第 35 回臨床歩行分析研究会定例

会，青森，2013，11 

国内

学会 

末吉 さおり，

大田 瑞穂，渕

雅子 

高さ条件が異なる到達把持運動

の分析 

―体幹・上肢の運動学的特徴に

着目して― 

第 35 回九州 PTOT 合同学会，熊

本，2013，11 

国内

学会 

梶原 庸平，中

畑 頼枝，渕 雅

子 

自発的なADL遂行が困難となっ

た症例との関わりを通して 

第 35 回九州 PTOT 合同学会，熊

本，2013，11 
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（7）研究会他 

 

種別 演者名 タイトル 講演会など名称 開催地 月日 

講義・実技 渕雅子 脳血管疾患患者に

対する上肢・手の

評価と治療 

社団法人 大阪

府理学療法士会 

大阪市 平成 25 年 

4 月 13～14 日 

講義・実技 林克樹 脳卒中患者の評価

と治療について 

熊本ﾎﾞﾊﾞｰｽ勉強

会  

熊本市 平成 25 年 

5 月 11～12 日 

講義・実技 赤松泰典 ボバースアプロー

チ  

医療法人相生会 

新吉塚病院 

福岡市 平成 25 年 

5 月 11～12 日 

国内

学会 

景山 敏直 揃え型歩行と前型歩行の力学的

分析 

―なぜ揃え型歩行でしかあるけ

ないのか― 

第 35 回九州 PTOT 合同学会，熊

本，2013，11 

国内

学会 

久保拓哉，中畑

頼枝，渕雅子 

操作手の違いによるワーキング

メモリ課題時の前頭葉活動の検

討 – fNIRS を用いた研究 － 

第 37 回日本高次脳機能障害学会

学術総会，島根，2013，11 

国内

学会 

長田悠路，島袋

匡史，平山剛

士，高山優子，

平田秀則，金古

香利，渕雅子 

当院における回復期脳卒中片麻

痺患者の歩行自立判定因子の分

析（第３報） 

～どのレベルに達したら病棟内

歩行フリーとするか～ 

回復期リハビリテーション病棟

協会第 23 回研究大会 in 名古屋，

愛知，2014，2 

国内

学会 

甲斐淳子，大田

瑞穂，岸本久

哲，草野静香，

水上俊樹，森下

祐介，渕雅子 

脳損傷後片麻痺患者の退院時実

用移動レベルを予測可能な因子

の検討と予測式の開発 

～初回担当時に得られる情報、

評価項目を独立変数として用い

て～ 

回復期リハビリテーション病棟

協会第 23 回研究大会 in 名古屋，

愛知，2014，2 

国内

学会 

木村太郎，中畑

頼枝，渕雅子 

回復期退院後の在宅生活を見据

えた指導後の追跡調査 

回復期リハビリテーション病棟

協会第 23 回研究大会 in 名古屋，

愛知，2014，2 

国内

学会 

本山誠，万庭

寛，友永達朗，

田邉紗織，中畑

頼枝，溝部由

華，古仲美穂，

渕雅子 

家族や病棟スタッフ間の連携に

より歩行が自立し、主婦として

在宅復帰に至った一症例 

回復期リハビリテーション病棟

協会第 23 回研究大会 in 名古屋，

愛知，2014，2 
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講義・実技 林克樹・渕

雅子 

ナースが学ぶ高次

脳機能障害 

「失行」「失語」

「半側無視」 

株式会社 メデ

ィカ出版 

名古屋 平成 25 年 

6 月 26 日 

講義 渕雅子 高次脳機能障害に

対する作業療法 

広島大学医学部

保健学科   

授業 

広島市 平成 25 年 

4月 9日～平成

26年 3月 31日

講義・実技 渕雅子 高次脳機能障害に

対する作業療法 

学校法人 高知

学院 高知ﾘﾊﾋﾞﾘ

ﾃｰｼｮﾝ学院 

高知市 平成 25 年 

4月 1日～平成

26年 3月 31日

講義 渕雅子 第 1回徳島県士会

学術部研修会 

徳寿会 鴨島病

院 

徳島県

吉野川

市 

平成 25 年 

5 月 26 日 

ナイトセミ

ナー発言者 

渕雅子 高次脳機能障害に

対する作業療法 

日本作業療法士

協会 

大阪市 平成 25 年 

6 月 28 日～30

日 

講義・実技 渕雅子 成人ボバースアプ

ローチ認定基礎講

習会 

日本ボバース講

習会講師会議 

東京都

練馬市 

平成 26 年 

8 月 19 日 

講義・実技 赤松泰典 ボバースアプロー

チの紹介 

福井ボバース研

究会 

福井市 平成 25 年 

6 月 22 日～23

日 

講義・実技 渕雅子 ボバース概念の理

解と実践 

鳥取ボバース勉

強会 

尾崎病院 

鳥取市 平成 25 年 

6 月 8 日～9日

講義・実技 渕雅子 注意障害を呈する

症例の治療理論 

関節機能障害研

究会 

大阪市 平成 25 年 

6 月 2 日 

講義 林克樹 ボバースアプロー

チ認定基礎講習会

講師としてのコー

ス指導及び講義 

医療法人 青雲

会青雲会病院  

鹿児島

県姶良

市 

平成 25 年 

7 月 18 日 

講義・実技 赤松泰典 運動学・運動学実

習 

医療福祉専門学

校 緑生館 授業 

鳥栖市 平成 25 年 

4 月 8 日～7月

29 日、9月 23

日～平成 26 年

1 月 20 日 

講義 渕雅子 高次脳機能障害の

リハビリテーショ

ン 

聖マリア病院 久留米

市 

平成 25 年 

8 月 8 日 
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講義・実技 赤松泰典 ボバースアプロー

チ イントロダク

トリーモジュール

講習会 

医療法人 青雲

会青雲会病院  

姶良市 平成 25 年 

10 月 5 日～6

日 

講義・実技 赤松泰典 はじめて学ぶボバ

ースコンセプト～

維持期の脳卒中片

麻痺者に対する神

経リハビリテーシ

ョン～ 

岡山中枢神経疾

患リハビリテー

ション勉強会 

岡山市 平成 25 年 

10月 13日～14

日 

講義・実技 赤松泰典 脳血管障害方麻痺

患者の上肢機能 

福井ボバース研

究会 

福井市 平成 25 年 

10月 26日～27

日 

講義 坂口重樹 テクニカルセミナ

ー 

ボバースコンセプ

トとコアトレーニ

ング 

公益社団法人 

日本理学療法士

協会 

静岡市 平成 25 年 

10 月 4 日 

講義・実技 林克樹 片麻痺上肢のリハ

ビリテーション 

学校法人 向陽

学園 

長崎県

大村市 

平成 25 年 

11 月 2 日 

講義・実技 渕雅子 脳卒中後遺症者へ

のボバースアプロ

ーチ インホメー

ション講習会 

神戸市立医療セ

ンター西市民病

院 

神戸市 平成 25 年 

9 月 14 日～15

日 

講義・実技 林克樹 脳卒中患者の大脳

基底核損傷に伴う

上肢と歩行の治療

岩手ボバース研

究会 

岩手県

紫波郡 

平成 25 年 

10月 19日～20

日 

講義・実技 林克樹 中枢神経疾患治療

技法 

新潟リハビリテ

ーション大学 

スキルアップセ

ミナー 

新潟県

村上市 

平成 25 年 

10月 26日～27

日 

講義 大野浩一 パーキンソン病に

よる嚥下・言語障

害と日常生活の工

夫について 

福岡県筑紫保健

福祉環境事務所 

健康増進課 

大野城

市 

平成 25 年 

10 月 23 日 

講義・実技 渕雅子 長崎北病院リハビ

リ職員研修会 

社会医療法人 

春回会 

長崎北病院 

長崎県

西彼杵

郡時津

町 

平成 25 年 

10月 12日～13

日 
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講義・実技 坂口重樹 脳血管障害片麻痺

者の歩行再建に対

する治療的介入 

公益社団法人佐

賀県理学療法会 

佐賀県

武雄市 

平成 25 年 

10 月 20 日 

講義・実技 渕雅子 内部表象～運動表

出の側面から考え

る 

医療法人 ひら

まつ病院 

佐賀県

小城市 

平成 25 年 

10月 19日～20

日 

講義・実技 赤松泰典 手から考える姿

勢・運動制御 

山形ボバース研

究会 

山形県

東置賜

郡 

平成 25 年 

11月 23日～24

日 

講義・実技 赤松泰典 ボバースアプロー

チ院内研修会 

新吉塚病院 福岡市 平成 25 年 

11 月 9 日～10

日 

講義・実技 渕雅子・久

保拓哉・木

村太郎 

高次脳機能障害の

リハビリテーショ

ン評価と実践的介

入 

一般社団法人 

日本作業療法士

協会 

福岡市 平成 25 年 

11 月 2 日～3

日 

講義・実技 渕雅子・坂

口重樹・吉

田久美香 

片麻痺の研修会～

姿勢コントロール

と基本ハンドリン

グ 

むつごろうリハ

ビリテーション 

研究会 

大牟田

市 

平成 25 年 

11月 16日～17

日 

講義 大田瑞穂 歩行機能再建の実

際 

公益社団法人 

日本理学療法士

協会 

京都市 平成 25 年 

12 月 15 日 

講義・実技 久保拓哉 身体障害作業治療

学持論Ⅱ 

高次脳機能障害の

作業療法 

学校法人 山口

コア学園 

山口県

山口市 

平成 25 年 

12 月 19 日 

講義 赤松泰典 ボバースアプロー

チ 

イントロダクトリ

モージュール講演

会 

森之宮病院 

リハビリテーシ

ョン部 

大阪市 平成 26 年 

1 月 11 日～12

日 

講義 赤松泰典・

坂口重樹 

ボバースアプロー

チ院内研修会 

新吉塚病院 福岡市 平成 26 年 

1 月 25 日～26

日 

講義 渕雅子 基本ハンドリング 医療法人厚生会 

小原病院 

鹿児島

県枕崎

市 

平成 26 年 

1 月 11 日～12

日 

講義・実技 渕雅子 ADL（食事動作） 脳神経センター 

大田記念病院 

広島県

福山市 

平成 26 年 

1月18日～19日
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講義 赤松泰典 脳卒中上肢機能の

バイオメカニクス

医療法人 敬愛

会 

リハビリテーシ

ョン天草病院 

埼玉県

越谷市 

平成 26 年 

2 月 8 日 

講義 赤松泰典 脳卒中片麻痺者に

おける上肢機能ア

プローチ 

一般社団法人 

埼玉県作業療法

士会 

埼玉県

越谷市 

平成 26 年 

2 月 9 日 

講義・実技 坂口重樹 脳卒中片麻痺患者

に対する評価と治

療 

体幹機能に着目し

て 

学校法人 立志

学園 

九州中央リハビ

リテーション学

院 

熊本市 平成 26 年 

3 月 14 日 

 

 

(8) 投稿文献・書籍執筆 

 

著者 論文題名 誌名 

赤松泰典 

脳卒中リハビリテーションの実践 

はじめに 

脳卒中リハビリテーションとチー

ム医療, 井林雪郎, 株式会社メディ

カルレビュー社, P93-94, 2013 

大野浩一 
脳卒中リハビリテーションの実践 

摂食・嚥下障害へのアプローチ 

同上,  

P 99-100, 2013 

金古香利 
高次脳機能障害へのアプローチ 

ADL・IADL へのアプローチ 

同上,  

P 100-105, 2013 

近藤和美 
脳卒中リハビリテーションの実践 

上肢・手の機能障害へのアプローチ 

同上,  

P 97-99, 2013 

近藤和美 
社会参加へのアプローチ 同上, 

P 105-106, 2013 

坂口重樹 
脳卒中リハビリテーションの実践 

運動機能へのアプローチ 

同上, 

P 94-97, 2013 

田邊紗織 

脳卒中のリハビリテーションの新し

い流れ 

三次元動作解析装置 

同上, 

P 117-118, 2013 

田原慶子 
チームアプローチ 

理学療法 

同上, 

P 109-111, 2013 

田村結樹 
チームアプローチ 

言語聴覚療法 

同上, 

P 113-116, 2013 

花田美穂 

チームアプローチ 

はじめに・セラピストの専門的役割と

チーム医療の実際 

同上, 

P 106-108, 2013 
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林克樹 
脳卒中リハビリテーションの概要 同上, 

P 85-87, 2013 

平田秀則 

脳卒中のリハビリテーションの新し

い流れ 

近赤外線分光法（NIRS） 

同上, 

P 118-121, 2013 

藤田晴美 
チームアプローチ 

作業療法 

同上, 

P 111-113, 2013 

渕雅子 
病期に応じたリハビリテーション 同上, 

P 88-93, 2013 

渕雅子 
脳卒中リハビリテーションの新しい

流れ 

同上, 

P116-117, 2013 

涌野広行 

脳卒中のリハビリテーションの新し

い流れ 

治療用ロボット 

同上, 

P 121-122, 2013 

渕雅子 イラストで見る脳卒中患者へのアプ

ローチ―第 2 回目片麻痺患者の上肢・

手の治療①手の機能と片麻痺手の課

題 

臨床作業療法 9(6):658-661, 2013 

渕雅子 イラストで見る脳卒中片麻痺患者へ

のアプローチ 第 3回目 片麻痺者の上

肢・手の治療 2)―上肢の治療,支持・

リーチ機能 

臨床作業療法 10(1):54-57,2013 

渕雅子 イラストで見る脳卒中片麻痺患者へ

のアプローチ 第 4回目 片麻痺者の上

肢・手の治療 3)―手の治療、対象操

作機能 

臨床作業療法 10(2):194-199,2013 

渕雅子 イラストで見る脳卒中片麻痺患者へ

のアプローチ 第 5回目 高次脳機能障

害の理解と介入①空間性能力の障害 

臨床作業療法 10(4):377-384,2013 

吉田久美香 脳卒中片麻痺患者への姿勢コントロー

ルに着目した上肢・手の治療 

ボバースジャーナル 36（1）:6-12,2013

林克樹 脳卒中後遺症者の歩行障害とその治

療：慢性期を中心として 

歩行と走行の脳・神経科学-その基礎

と臨床まで-,大築立志、ほか(編),有限

会社市村出版,東京,p141-163,2013 
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【１】通所リハビリテーション誠愛 

文責：通所リハビリテーション誠愛 課長 古江 伸志   
＜基本方針＞ 
・介護保険におけるリハビリテーションとして、医療保険（入院、外来）でのリ

ハビリテーションや他の介護保険サービスと連携の取れたリハビリテーションを

実施する。 
・維持期のリハビリテーションとして、機能維持のみならず更なる機能向上・改

善を目指し質の高いリハビリテーションを実施する。 
・利用者自身の身体への意識づけや生活習慣の見直しなど、より主体的で健康的

な生活が送れるように支援する。 

 
＜活動内容＞ 
当事業所は平成 18 年 11 月に 3～4 時間の通所リハとして開設、平成 19 年 6 月よ

り新棟の現在の場所にて運営している。また、平成 25 年 1 月からは本館 4 階に

て 1～2 時間の短時間通所リハを開設している。 
「介護保険における外来リハビリテーション」との位置づけで 3～4 時間は午前

50 名、午後 50 名の定員、1～2 時間は午前 20 名を 2 枠、午後 20 名を 2 枠の定

員でいずれも食事・入浴サービスなしのリハビリテーションに特化したサービス

提供を実施している。 
セラピストによるマンツーマンでの個別リハビリテーションの充実を軸にグルー

プ訓練や自主訓練指導など、利用者自身の健康づくりへの意識づけを積極的に行

う事で安全かつ安心に在宅生活を送れるように援助を行っている。 
また、1～2 時間の短時間通所は個別リハビリをより重視した内容の運営を行って

いる。スタッフは平成 26 年 3 月現在、理学療法士 5 名、作業療法士 6 名、相談

員 1 名、助手 4 名の計 16 名で質の高いリハビリテーションを展開できるよう多

くのセラピストを配置している。1～2 時間、3～4 時間と形態を変えた 2 つの運

営で介護保険におけるリハビリテーションに対する幅広いニーズに対応した体制

を整えている。 
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  福 祉 部 

 
文責：福祉部部長 中村真紀 

＜理念＞ 
疾病や障害等によって生じる患者・家族が抱える諸問題について、院内スタッフ

や行政等との連携を図り、地域で再び生活できるようにサポートしていきます。 

 
＜基本方針＞ 
・自らの先入観や偏見を排し、患者を受容し、患者の自己決定を尊重する。 
・患者との専門的援助関係を も大切にし、必要な情報を適切な方法、分かりや

すい表現を用いて提供し、患者の利益を優先する。 
・実践現場において 良の業務を遂行するため、互いの専門性を尊重し、他の専

門職等と連携・協働する。 
・ 良の実践を行うために教育、研修に参加し、援助方法の改善と専門性の向上

に努める。 
・専門職としての自覚を高め、地域社会との交流を行い、地域福祉の増進に積極

的に取り組む。 

 
＜活動内容＞ 
寝たきりになる原因疾患の 1 位は脳卒中であり、また要介護者等のいる世帯の

構成割合において独居世帯は 26.1％（厚労省国民生活基礎調査平成 22 年度版）

と増加傾向であり、患者が地域・社会との繋がりを保ちながら継続支援していく

ことが重要な課題である。 
平成 24 年度に入院紹介を受けた脳卒中患者が発症前に独居生活をしていた患

者（独居脳卒中患者）が 9.1％であり、そのうち入院前後での住居の変更は 58.1％
であった。さらに平成 25 年度の独居脳卒中患者が 13.4％と前年より上昇してい

た。独居高齢者の入退院支援において、キーパーソンが不在なケースは日常生活

の支援から退院後の住居探し、サービス調整など行っていることや遠方に家族が

いるケースは連絡や日程調整がスムーズにいかず、支援が難渋してしまうことが

あるなど深刻な問題になりつつある。特に脳卒中高齢者の独居生活は日常生活や

健康管理においてもリスクを伴うため慎重に退院先を検討し、地域との協力体制

を強化しながら退院支援を行っているところである。 

 
１．成人入院  

担当：森田あゆみ、金沢由貴、片井ちあき、石橋朋美、澤田洋子、竹下太、 
井上薫、 塚口良幸  

     
１）活動内容：入退院を中心とした支援 
・入院前の入院前面談からの退院支援 
・入院中の入院費等の経済的問題に対する相談対応、介護保険サービスの案内や
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申請方法の説明、身体障害者手帳や障害年金等の諸手続きの案内等 
・退院支援、退院後家庭訪問 
・在宅復帰に際し、必要な社会資源や家屋環境等の調整や必要に応じて各医療機

関や事業所等と相談や連携を図りながら在宅調整 

 
（１）紹介患者件数  

 

 
 
 
 
（２）入院相談件数  

 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

件数 58 72 47 43 57 48 57 56 50 70 59 47 664

 
 
（３）入院患者数  

 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

人数 63 55 63 62 51 55 60 64 55 62 57 63 710

 
 
 
 

n=772
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（４）疾患別入院患者数  

 
脳梗塞 脳出血 くも膜下出血 大腿骨骨折 その他 

193 116 40 126 235 

27.2％ 16.3％ 5.6％ 17.7％ 33.1％ 

 

  
 
 
（５）入院地域別患者数  

 

 
 
 
（６）退院患者数  

 
月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

人数 63 58 71 62 56 59 52 50 66 57 55 80 729 
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（７）転帰別退院患者数とその割合  

 
軽快 転院(療） 転院(急） 死亡 カトレア 施設 総数 

人数 517 48 87 6 32 39 729 

割合 70.9％ 6.6％ 11.9％ 0.8％ 4.4％ 5.3％ 

 

 

 
（８）回復期リハビリテーション病棟在宅復帰率  

 

 
 
 
２．成人外来  
担当：金沢由貴、森田あゆみ、片井ちあき、石橋朋美、澤田洋子、竹下太、 

井上薫、塚口良幸 

 
１）活動内容：相談業務を中心とした支援 
・経済的問題への対応（診療費の支払いなど） 
・各種公的制度の案内・手続き支援 
・在宅医療・在宅介護の問題への対応 
・各種苦情の対応 
・外部の医療施設・介護事業所との連携 
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３．小児外来  
担当：片井ちあき 

 
１）活動内容 
・新患診察での患児をとりまく生活環境の情報収集 
・福祉制度の相談、説明、必要に応じて行政との連絡調整 
・特別支援学校への見学会サポートや外来リハビリテーション終了後の施設との

連携 

 
２）患者動向 
・新患受入れ人数：164 人 

 

＜業績＞ 

 
（１）学会報告 

 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2013

年度 

国内

学会 

森田あゆみ， 

中村真紀 
重度後遺症が残存する脳卒中患者

の在宅復帰に必要な要因について

の一考察 

第 11 回日本臨床医療福祉

学会，長野，2013，8 

2013

年度 

国内

学会 

石橋朋美， 
中村真紀 

自己認識と客観的観察に相違があ

る若年脳卒中患者への在宅復帰を

目指した退院支援の一考察 

第 11 回日本臨床医療福祉

学会，長野，2013，8 

2013

年度 

国内

学会 

竹下 太， 
中村真紀 

サポートシステムが不十分な帰宅

願望が強い脳卒中患者への退院支

援の一考察 

第 11 回日本臨床医療福祉

学会，長野，2013，8 

 
（2）研究会ほか 

 

年 種別 演者名 演題名 学会名 

2013

年度 

シンポジウ

ム 

中村真紀， 

森田あゆみ，

井林雪郎 

脳卒中回復期リハビリテーショ

ン病院における入退院支援の実

際  

－福祉部の立場から－ 

第 16 回日本病院脳神経

外科学会，広島，2013，

7 

 
（3）講師 
○中村真紀，脳卒中リハビリテーション看護認定看護師教育課程講師，2013.12.16，

熊本 
○中村真紀，聖マリア学院大学大学院 看護学研究科（修士課程）講師，2013.11.2，
福岡 
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  管 理 部 

 
文責：管理部長 今村 洋一  

<活動内容> 

管理部は、総務・人事・経理・医事の事務部門、検査・放射線・薬局・栄養の 
コ・メディカル部門で構成されている。 
平成２５年度の部門目標としては以下の４項目とした。 
1. 経費削減による収益向上 
2. 患者満足度の向上 
3. 業務の標準化 
4. 個々人のレベルアップ 
さらに、２５年度は１１月に５年ぶりの病院機能評価の更新を控えており、そ

の対応に万全を期すことでスタートした。 
機能評価については、全職員一丸となった取組により、１０月の訪問審査をクリ

アーし、１２月には更新の認定を受けることができた。 
設備の更新・機器の入れ替え等では、１０月に、安全面からフィットネス倶楽

部のプールの閉鎖を行い、１２月には CT 装置の更新、１月には、経理・人事シ

ステムの更新を行った。 
経費削減による収益への貢献については、特に、電気料・水道料の削減目標が

未達成であったため、不十分なものとなった。 
ただし、医業原価・販管費全体では削減ができており、病院全体の業績としては、

収入・利益とも概ね順調に推移した。 
今後とも、当院の理念である「ひとりひとりの明日のために、質の高いリハビ

リテーション医療を提供し患者さんの活動と社会参加を支援します。」を実践する

ため、「すべては患者さんのために」との意識を管理部全員で共有し、一人ひとり

のレベルアップを目指して日々の業務に当たりたい。 
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【１】 経理課・総務課 

文責：人事係 係長 高見 愛   
＜基本方針＞ 
・法令遵守を基本とした正確迅速な業務遂行 

 ・患者さんをサポートする迅速丁寧な行動力 
＜活動内容＞ 
  経理課： 現金、預金出納業務、会計業務 
  総務課： ①庶務係 書類管理業務、消耗品・備品管理業務、 
            設備・車両管理 
       ②送迎係 通所リハ利用者・外来患者送迎業務 
       ③清掃係 院内清掃業務 
       ④託児所 職員の乳幼児保育業務 
       ⑤人事係 職員の入退に関する業務、社会保険手続業務、 
            給与計算業務 

  
＜業績＞ 
① 部署内勉強会  毎月 1 回実施 
② 外部講習会   参加実績 

 

参加日 参加研修会 主催 
参加

人数

H25.8.19 危険物取扱者保安講習 福岡市消防局 1 名

H25.6.6 
所得の種類とその計算 
所得税入門編 

㈱佐々木総研 2 名

H25.7.24 
絵本「いのちの花」からのメッセージ 
‐私たちにとっての同和問題 

筑紫地区企業同和問題

推進委員会 
1 名

H25.9.9 安全運転管理者講習 福岡県公安委員会 1 名

H25.9.26 職場のメンタルヘルス対策セミナー ㈱佐々木総研 1 名

H25.10.4 甲種防火管理者再講習 
春日・大野城・那珂川消

防本部 
1 名

H25.11.19 キーワードで考える部落問題 
筑紫地区企業同和問題

推進委員会 
1 名

H26.2.4 
部落差別は今～問われているのはおとな

の人権感覚 
筑紫地区企業同和問題

推進委員会 
1 名
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(1)論文 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 和文著書 大庭慎也 フロアサービス、送迎

の立場から 

脳卒中リハビリテーションと

チーム医療，井林雪郎(編)，メ

ディカルレビュー社，東京，pp

229-232（全 260 頁）, 2013 

2013 和文著書 添田照二 病院情報システムの

仕組み 

同上， 

pp 225（全 260 頁）, 2013 

 
 
 

【２】医事課 

 文責：医事課 課長 古賀 昭臣 

＜基本方針＞ 
・ 患者さんに満足いただける接遇、環境管理 

・ 知識、技術向上に努め、クオリティーの高い請求業務 

・ 患者さんの人権を尊重した個人情報の保護管理 

 

＜活動内容＞ 
平成２５年度は以下の取り組みを行った。 

① 月に１回の医事課勉強会 

② 外来待ち時間調査の実施（８月） 

③ 外来患者さんと入院患者さんを対象とした満足度調査の実施（２月） 

  

＜業績＞ 
1）患者数と請求業務について 

 患者延人数は、外来患者 31,099 名で前年と比べ 11,114 名の減少、入院患者

は 70,046 名で 469 名の減少となった。外来患者数減少の原因としては、昨年に

引き続き長期通院患者さんのリハビリ単位数を見直したことや通所リハビリへ

の移行が考えられる。入院の病床稼働率は 91.1％で前年よりも 0.9％下降した。     

また月１回開催される誤差返戻会議で減点理由を検討し、今年度の請求に対

しての減額率は約 0.29%であった。前年度より増加した要因としては、廃用症

候群で入院中の患者さんのリハビリ単位数が、全て３単位に減点されたことに

よる。 

 

2) 医事課勉強会について 

  月に 1 回リーダーを決め、勉強会を行っている。議題として、個人が行って
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いる業務について、医事課として知っておきたい知識等を発表している。自分

が行っている業務を発表することにより、知識を共有することが出来、知識の 

 向上に努めている。 

  

3）待ち時間調査、満足度調査等の取り組みについて  

  患者さんのサービス向上の為、年に１回、待ち時間調査と満足度調査を 

それぞれ実施している。 

 待ち時間調査では、受付から診察までの時間や、会計、薬局、レントゲン、

検査での患者さんの待ち時間を調査した。診察以外の待ち時間は、０～５分が

全体の 85％以上占めた。診察では、０～１５分が全体の 65％以上を占めた。 

診察では、予約制を導入することにより、待ち時間の減少を図ることが出来た。 

また、患者さんの多くの方より感謝の言葉をいただきました。 

 

 満足度調査は、外来患者さんとそのご家族、また入院患者さんとそのご家族 

に対しそれぞれアンケート調査を行った。質問は医局や看護、リハビリなどの 
部署ごとに分けてあり、患者さんには自らと係わりのある箇所を回答して頂い

た。ほとんどの項目で大変満足と満足を選んだ方が、入院・外来ともに 70％を

超える。外来患者さんの意見としては、トイレに対する要望とリハビリに対す

る要望が多かった。入院患者さんに関しては、多くの方より、感謝の言葉をい

ただきました。 

 
(1)論文 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 和文著書 古賀昭臣 医事課の立場から 脳卒中リハビリテーションと

チーム医療，井林雪郎(編)，メ

ディカルレビュー社，東京，pp

217-223（全 260 頁）, 2013 

 
 

【３】薬局 

文責：薬局 係長 守 秀夫 
＜基本方針＞ 

・ 薬剤に関する情報提供を積極的に行います 
・ チーム医療の一員として、個々の患者さんに適した薬物治療を考えます 
・ 医薬品の適正使用を推進します 

 
＜活動内容＞ 

・ 薬剤に関する勉強会へ積極的に参加し、部署内での知識の共有を図ってい
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る 
・ 外来業務として、調剤・鑑査・投薬・薬剤の管理（救急カートなど）をし

ている 
・ 病棟業務として、調剤・鑑査・薬剤の管理（救急カートなど）・服薬指導・ 

全入院患者を対象として持参薬の鑑別をしている 
・ カトレア業務として、調剤・鑑査・退所指導の記入をしている 
その他 
・各部署からの薬剤に関する問い合わせへの対応をしている 

  ・採用薬医薬品集の作成を行っている 

 
＜業績＞ 

・ 外来処方箋枚数・・・・・平均  743 枚／月 
・ 入院処方箋枚数・・・・・平均  2278 枚／月 
・ カトレア処方箋枚数・・・平均  317 枚／月 

 
(1)論文 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 和文著書 守秀夫 薬局／薬剤師の立場

から 

脳卒中リハビリテーションと

チーム医療，井林雪郎(編)，メ

ディカルレビュー社，東京，

pp171-184（全 260 頁）, 2013 

 
 
 

【４】検査課検査係 

文責：検査課 課長 村瀬 朗 

 
＜基本方針＞ 
初めて検査される方や何度か検査をされている方でも、安心して検査を受けら

れリハビリテーションに専念できるような環境作りに心がけ、患者さんに優しい

検査室を目指します。また常に迅速なデータが提供できるよう努めます。 

 
＜活動内容＞ 
患者様の検査について検体処理から検査実施や報告、生理検査の予約から検査実

施（検査医によるものもあり）やデータ管理までを行っている。また、院内感染

対策委員会や NST 委員会などに情報として必要なデータをわかりやすくまとめ

て提出を行なった。 
患者さんについては、生理検査を実施する前に説明を十分行うと共に検査からの
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情報発信として掲示板を利用し定期的に更新できるよう努めた。 

 
＜業務内容＞ 
１、院内検体検査（血球検査、尿一般検査、便潜血、血液ガス、輸血関係、皮膚

等鏡検等） 
２、外注検査（生化学、細菌検査、病理細胞診、ホルダー心電図など） 
３、生理検査（心電図、エコー、脳波、など） 

※ エコーについては、頚部・心臓・腹部を専門の検査医が施行しており、迅

速に結果を報告 

 
＜業績＞ 
・A 検体検査 
１、外注・・生化学 7,100 件、細菌検査 470 件 
２、院内・・血球検査 4,100 件、尿検査 2,900 件、便・その他 660 件 

・B 生理検査 
心電図検査 980 件、エコー検査(心臓 250 件、頚部 110 件、腹部 100 件)、 
脳波検査 70 件 

※ 検査の数値は大凡の値 

 
(1)論文 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 和文著書 村瀬朗 検査技師として 脳卒中リハビリテーションと

チーム医療，井林雪郎(編)，メ

ディカルレビュー社，東京，pp

207-216（全 260 頁）, 2013 

 
 

【５】検査課放射線係 

文責：放射線係 係長 坂口 龍子 
 

 ＜基本方針＞ 
 ・ 低限の放射線量で 適な医療画像を提供するよう努力する。 
 ・個々の患者さんにとって も有効で苦痛の少ない検査方法を検討し、 
  検査を行う。 
 ・医療事故防止に細心の注意を払う。 

 
＜活動内容＞ 
・ 撮影業務（X 線一般撮影、X 線 CT 検査、MRI 検査、VF 検査） 
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・ 健診業務 
・ 画像管理業務（PACS への画像ﾃﾞｰﾀ読込み・書き出し） 
・ 画像コピー作製 
・ 委員会活動参加など 

 
＜業績＞ 
・年間件数 

一般撮影        4,657 件 
ポータブル撮影        22 件 
VF 検査            34 件 
CT 検査         1,187 件 
MRI 検査           276 件 

 
＜その他＞ 
  12 月中旬 16 列 CT 装置導入 

 
(1)論文 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 和文著書 坂口龍子 放射線技師として 脳卒中リハビリテーションと

チーム医療，井林雪郎(編)，メ

ディカルレビュー社，東京，pp

199-206（全 260 頁）, 2013 

 
 
 
 

 

【６】栄養係 

    文責：栄養係 係長 豊田 晃 

 
＜基本方針＞ 
・入院患者さんの病状に応じて安全で適切な食事を提供し、病状回復の促進を図

ります 
・多職種と協力、連携を図り、チーム医療の一員として、栄養士の専門性を発揮

します 
・自己研鑽に努め、栄養と食事の専門職としての知識、精神のレベル向上を図り

ます 
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＜活動内容＞ 
 ・ソフト食に適応する食材、食品について随時試食会を実施。 
 ・栄養補助食品の味の種類の追加および変更。 
 ・ソフト食（Level 4：B）に使用する食材についてリハビリ部 ST 課に試食会

を 
  実施。 
 ・“一口大”の切り方について検討。（それぞれの食品の見直し） 
 ・ソフト食（Level 4：A）で使用する肉、魚の酵素処理について、様々な酵素 

パウダーを用い試作を実施。H25.9 月より Level 4：A の肉魚は酵素処理を 
実施。 

 ・Level 3 やハーフ食の方のエネルギーアップのため栄養パウダーを導入。 

  
＜業績＞ 
◆栄養指導件数 
 年間指導件数・・・（入院）154 件 （外来）4 件 
◆勉強会・研修会・学会発表等 
 ・平成 25 年度食中毒予防講習会（H25.7 月） 
 ・リハ栄養フォーラム 2013（H25.8 月） 
 ・ソフト食講習会（H25.9 月） 
 ・栄養士研修会（H25.10 月） 
 ・日本リハビリテーション栄養研究会学術集会（H25.11 月） 
 ・病院栄養士研修会（H25.11 月） 
 ・第 9 回筑後 NST セミナー（H25.11 月） 
 ・ニチワ電機：スチームコンベクション講習会（H25.11 月） 
 ・口から食べる幸せを守る会九州研修会（H26.2 月） 

 
(1)論文 

 

年 種別 著者 論文題名 誌名  

2013 和文著書 豊田晃 栄養士の立場から 脳卒中リハビリテーションと

チーム医療，井林雪郎(編)，メ

ディカルレビュー社，東京，pp

157-170（全 260 頁）, 2013 
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患者動向 

 
平均在院患者数 

新入院患者数 

病棟別入院稼働率 

病棟別入院・転入患者数 

外来平均患者数 

外来初診患者数 

入院感患者 ＩＣＤ-10 分類別 

退院患者 ＩＣＤ-10 分類別 

ＩＣＤ-10 別退院患者平均年齢・平均在院日数 
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  平均在院患者数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  新入院患者数 
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  病棟別入院患者稼働率 

  病棟別入院・転入患者数 
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  平均外来患者数 

  外来初診患者数 



- 65 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  平成 25 年度入院患者 ICD-10 分類別 

  平成 25 年度退院患者 ICD-10 分類別 
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  ICD-10 別退院患者平均年齢・平均在院日数 
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委員会活動 
 

医療安全管理委員会 

事故対策委員会 

医薬品安全管理委員会 

医療機器安全管理委員会 

院内感染対策委員会 

医療ガス安全委員会 

防災委員会 

医療ガス安全委員会 

労働安全衛生委員会 

公用車運行管理委員会 

個人情報保護委員会 

薬事委員会 

給食委員会 

ＥＳＴ委員会 

カルテ開示委員会 

倫理委員会 

褥瘡対策委員会 

図書管理委員会 

広報委員会 

サービス向上委員会 

輸血療法委員会 

誠愛教育委員会 

フットケア委員会 
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  医療安全管理委員会 

 

文責：管理部長 今村洋一  

    委員会開催日：毎月第 1木曜日 

   平成 25 年 4/4，5/2，6/6，7/4，8/1，9/5，10/10，11/7，12/5 

平成 26 年 1/9，2/6，3/6 

 

構成メンバー：院長(委員長)、医局 1名、看護部 2名、リハビリ部 3名、 

       福祉部１名、管理部 5名             計 13 名 

 

目的： 

院内感染対策委員会・事故対策委員会(医薬品安全管理委員会、医療機器安全管理

委員会)・医療ガス安全管理委員会・防災委員会を統括し、医療安全にかかわる体

制の確保及び安全性の向上に努めている。 

活動内容: 

年度の業務改善計画を策定し、その項目毎に改善を実施し、評価を行っている。 

また、毎週火曜日、医療安全のカンファレンスを開催し、随時、医療安全の改善・

向上に努めている。 

職員への啓蒙活動としては、医療安全管理の研修会を年 4回開催している。 

本年度は、院内感染対策委員会は、「風疹・先天性風疹症候群について」と「感染

対策手技」のテーマで計２回研修を行った。 

事故対策委員会は、「事故の現状と防止策について」というテーマに基づいて、各

部から 2回に分けて報告を行った。 

 

 

結果: 

本年度は、以下の業務改善を実施した。 

６月   転倒・転落リスク評価票について 

９月   転倒・転落しやすい患者の情報共有について No1 

１２月   転倒・転落しやすい患者の情報共有について No2 

 

 

院内感染対策委員会  

第１回 

   日 時 : 平成２５年６月１８日  １７時３０分～ 

 場 所 : 研修室 

   講 師 : 医師・院内感染対策委員会委員長 石松 義弘 

   テーマ:「風疹・先天性風疹症候群について」 
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第２回 

   日 時 : 平成２６年２月２６日  １７時３０分～ 

   場 所 : 研修室 

   講 師 : 医師・院内感染対策委員会委員長 石松 義弘 

   テーマ:「感染対策手技」 

 

 

事故対策委員会 

第 1回 

日 時 : 平成２５年６月１８日  １８時～ 

場 所 : 研修室 

 

報告者 : 看護部副院長・医療安全管理者 金山萬紀子 

   テーマ :「平成２４年度 事故報告のまとめ」 

   報告者 : リハビリ部課長 万庭 宏 

   テーマ :「リハビリ部における事故対策」 

   報告者 : 通所リハ課長 古江 伸志  

   テーマ :「通所リハにおける事故対策」 

 

第 2 回 

   日 時 : 平成２５年１０月１５日  １８時～ 

   場 所 : 研修室 

 

   報告者 : 放射線係長 坂口 龍子 

      テーマ :「MRI 検査に関連した医療事故」 

   報告者 : 薬局係長 守 秀夫 

      テーマ :「従業者に対する医薬品の安全使用のための研修」 

      報告者 : 検査室課長 村瀬 朗 

テーマ :「医療安全情報収集について」 

報告者 : 栄養係長 豊田 晃 

テーマ :「栄養係事故報告」 

 

※要旨については、それぞれの委員会記録に記載、当院ホームページにも記載し

ている。 
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  事故対策委員会 

 
文責：副院長（看護部） 金山萬紀子  

                        院長（委員長）   井林雪郎 

     
委員会開催日：第１・3 木曜日 13：00～ 

平成 25 年 4/4，5/2，5/16，6/6，6/20，7/4，7/18，8/1， 

9/5，9/19，10/17，11/7，11/21，12/5，の 14 回 

平成 26 年 1/16，2/6，2/20，3/6，3/20 の 5 回 

 

構成メンバー：院長（委員長）、医局 1 名、看護部 2 名、リハビリテーション部 
1 名、管理部 5 名、カトレア 2 名、通所 1 名、 
あいあい倶楽部 1 名                   計 14 名 

 
活動内容： 

① 事故分析  
ヒヤリハット・事故報告書を集計し、個々の事例に対し改善策 
等を検討。 

② 医療安全研修会 
本年度は、平成 25 年 6 月 18 日、平成 25 年 10 月 15 日に院内･

併設関連施設 11 部署による研修会を開催。 

 
結果：        
事故報告集計 

部署名 転倒 転落 ひやり  1 2 3 4 5 計 

医局 0 0 2 2 1 0 0 0 3

看護部 242 10 584 139 21 7 2 1 170

リハビリ部 27 4 13 6 1 0 0 0 7

栄養 0 0 0 13 0 0 0 0 13

検査 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線 0 0 0 2 0 0 0 0 2

薬局 0 0 28 0 0 0 0 0 0

送迎 0 0 1 0 0 0 0 0 0

事務 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通所リハ 7 0 0 2 0 0 0 0 2

カトレア 91 2 1 20 11 1 0 0 32

合計 367 16 629 184 34 8 2 1 229
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  平成 25 年度の転倒・転落事故を除く事故報告件数 229 件であり、平成 24 年

度の 174 件に比べ 55 件増加した。内訳は医局（2→3 件）、看護部（128→170
件）、リハビリテーション部（9→7 件）、通所リハ（1→2 件）、栄養（10→13
件）、検査（0→0 件）、放射線（1→2 件）、薬局（2→0 件）、事務（1→0 件）、

送迎（0→0 件）、カトレア（20→32 件）であった。 
  平成 25 年度に報告された事故から改善した事項は、経鼻胃管チューブの気

管への誤挿入の事故があり、チューブの確認方法について変更した。これまで

の確認方法は胃液の吸引および看護師 2 人で別個に気泡音を確認していたが、

2 つの確認方法に加え腹部レントゲン撮影を行い経鼻胃管チューブの先端の確

認を行うこととした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事故 Level 内容 

ヒヤリハット 不適切な事が発生したが、事前に訂正され患者には実施さ

れなかった場合。 

Level 1 事故により、実害はなかったが、何らかの影響を与えた可

能性があり、観察の強化と心身への配慮の必要性が生じた

場合。 

Level 2 事故により、バイタルサインに変化が生じ、観察強化や検

査の必要性が生じた場合。 

Level 3 事故により、バイタルサインに変化が生じ、新たな処置や

治療が必要になった場合。 

Level 4 事故により、後遺症が残る可能性が生じた場合。 

Level 5 事故により、死亡した場合。 
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研修会： 

第 1 回事故対策研修会 
   日時  ：平成 25 年 6 月 18 日（火）、17：30～18：30 
   場所  ：誠愛リハビリテーション病院 新棟研修室 
   参加人数：164 名 

 

テーマ 発表者 

平成 25 年度事故報告のまとめ 看護部 副院長  
金山萬紀子 

通所リハビリテーション誠愛事故対

策報告 
通所リハビリテーション誠愛 課長  
古江伸志 

リハビリテーション部事故対策報告 リハビリテーション部 課長 
万庭 寛 

介護老人保健施設カトレア事故対策

報告 
介護老人保健施設カトレア 介護課係長 
下川耕司 

院内感染対策「風疹・先天性風疹症候

群」 
医局長  
石松義弘 

 
 
第 2 回事故対策研修会 
   日時  ：平成 25 年 10 月 15 日（火）、17：30～18：30 
   場所  ：誠愛リハビリテーション病院 新棟研修室 
   参加人数：120 名 

テーマ 発表者 

MRI 検査に関連した医療事故 放射線課 係長  
坂口龍子 

医薬品の安全使用のための研修会 薬局 係長 （医薬品安全管理者） 
守 秀夫 

医療機器安全管理から医療安全情報収

集についての報告 
検査課 課長（医療機器安全管理者） 
村瀬 朗 

栄養係事故報告 栄養係 係長 
豊田 晃 
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    医薬品安全管理委員会 

 
文責：薬局 係長  守 秀夫 

         
委員会開催日：毎月１回 第３木曜日 

平成 25 年 4/18、5/16、6/20、7/18、8/15、9/19、10/17、11/14、12/19 
平成 26 年 1/16、2/20、3/20 

 
構成メンバー：院長（委員長）、医局 1 名、看護部 2 名、リハビリテーション部 1

名、管理部 5 名、カトレア 1 名、福祉 1 名 
                                     計 12 名 

 
活動内容： 

・ 使用上の注意の改訂情報の報告による、医薬品の適正使用の推進 
・ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の見直し 
・ 医薬品の業務手順書に基づく業務実施の定期確認 
・ 従業者に対する研修の実施 
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  医療機器安全管理委員会 

 
文責：検査課 課長 村瀬 朗 

 
委員会開催日：毎月第一木曜日 13：00～（事故対策委員会の中で開催） 

平成 25 年 4/4、5/16、6/6、7/18、8/1、9/19、10/17、11/7、12/19、 

平成 26 年 1/16、2/20、3/6  

 
構成メンバー：院長（委員長）、医局 1 名、看護部 2 名、リハビリテーション部 1

名、管理部 5 名、カトレア 1 名、福祉部 1 名 
  計 12 名 

 
活動内容： 
医療機器の点検整備計画に従って各医療機器メーカーに点検の手配を行い、当院

で使用している機器に関する「安全情報」の収集に努め委員会を通じて情報発信

して注意喚起を行った。また今年度は看護部で新人研修として人工呼吸器、モニ

ター心電計、輸液・シリンジポンプの各メーカーより講習を実施した。 

 
研修会： 
新人研修会 
・人工呼吸器について 
平成 25 年 7 月 3 日（水）15：00～ 会議室にて 

 
・モニター心電計について 
平成 25 年 7 月 12 日（金）15：00～ 病室にて 

 
・輸液・シリンジポンプについて 
平成 25 年 7 月 12 日（金）15：30～ 会議室にて 

 
誠愛院内勉強会 
平成 25 年 10 月 15 日（火） 17：30～ 新棟研修室 
・医療安全情報収集について 
・ＭＲＩ検査に関連した医療事故 
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  院内感染対策委員会 

 
文責：医局 石松義弘 

 

委員会開催日：毎月第 2火曜日 13:40～ 

   平成 25 年 4/9，5/7(臨時)，5/14，5/30(臨時)，6/11，7/9，8/23， 

8/27(臨時)，9/10，9/17(臨時)，10/8，11/12，12/10， 

   平成 25 年 1/14，1/31(臨時)，2/18，3/11， 

 

構成メンバー：医局 2名（院長、医局医師）、看護部 7名（看護部長および各病

棟および外来からそれぞれ 1名）、管理部 4名（管理部長、検査課 1名、薬局 1

名、栄養課 1名）、リハビリ部 1名、計 14 名 

 

活動内容： 

院内感染の予防に留意し、感染症発生の際には拡大防止のため、その原因の速や

かな特定・制圧・終息を図る。このため、組織の有効活用と職員一人ひとりのマ

ニュアルの遵守等を徹底し、院内感染対策に努める。 

 

結果： 

本年度は当院におけるインフルエンザ罹患者は職員:19 名、入院患者:1 名、外

来患者:１名と昨年度と同程度であった。ノロウイルス罹患者は入院患者:2 名、

職員：9名と若干減少した。そのほかの感染症として、マイコプラズマ肺炎(職員

1名)、百日咳(職員 2名)、水痘(職員 1名、入院患者 1名)、流行性角結膜炎(職

員 2名)、などが散見されたが、いずれも、院内での流行ではない、と判断された。 

当院の特徴として、入院患者はほぼ全て、他院からの紹介転院患者であること

から、薬剤耐性菌の持ち込みが多いことは、特に注意を必要とする。今年度、MRSA

陽性入院患者は月平均 5名～10 名で推移しており、そのうち、感染症状がみられ

た者は毎月 0名～2名程度と昨年と比べ著変はなかった。しかし、MRSA 以外の耐

性菌(ELBS 産生大腸菌、ESBL 産生肺炎桿菌、CAZ 耐性肺炎桿菌、多剤耐性緑膿菌、

等)も徐々に増加傾向にあり、今後、深刻な問題に発展していくことが予想される。 

 今年度の特筆すべき出来事は、平成 25 年 5 月に、他院からの転院患者が、活動

性肺結核患者と診断され、院内感染対策に多大の労力を注いだことである。その

際に接触した多数の当院職員と患者を対象とした、結核接触者検診とその後の追

跡調査も実施して、結核の院内感染の拡大予防対策に追われたことは、重要な学

びの機会であった。当該患者が当院に入院して活動性肺結核患者と診断されるま

での 24 時間に接触のあった人数はあわせて 34 名にのぼり、その全ての職員と患

者に血液検査を実施して、結果的に、2名の職員が潜在性結核患者の疑いがある

と診断されて抗結核薬の予防投与を開始することになった。幸い、入院患者への

感染は見つからず、当院職員も発症したわけではないので、二次感染の心配はな

かったものの、この深刻な結果を真摯に受け止め、再発予防に努めることが重要
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である。 

 また、昨年度から開始されている、感染対策筑紫地域ネットワーク会議に積極

的に参加して、地域の他の病院と、院内感染の経験の共有と情報交換を実施して

いるが、結核に関しても、患者さんが発生した元の病院や、地域保健所や、他の

病院と密接に情報交換をして、感染対策の向上に努めた。 

 更に、以前からの懸案事項であった院内感染対策回診(ICT ラウンド)を定期的

に開始した。病院機能評価の見直しもあり、毎週、各病棟でチェックリストをも

とに感染対策担当者が見回りを行い、同時に、毎週水曜日に実施される病棟総回

診の際にも、感染対策回診を兼ねて病棟見回りを実施している。そして、毎月開

催される感染対策委員会でチェックリストを確認したうえで、委員会のメンバー

で、一つの部署を選んで ICT ラウンドを定期的に実施している。 

 また、その他の活動として、厚生労働省からの通達や、感染対策に関する 新

の知見を取り入れて、結核のスクリーニング法の変更、インフルエンザの予防投

与と出勤停止日数の変更、その他、感染予防手技の更新など、当院の院内感染対

策マニュアルの改訂を適宜実施した。 

 本年度も、全職員を対象として院内感染対策講習会が２回実施された。平成 25
年 6 月 18 日には石松義弘医師(感染対策委員会委員長）が、本年度に大流行した

「風疹と予防接種」について講演した。平成 26 年 2 月 25 日には、石松義弘医師

が｢感染対策手技・手指消毒」をテーマに講演して、感染対策の基本の研修を実施

した。 
以上 
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  防災委員会 

 
文責：管理部 次長 大庭慎也  

     
委員会開催日：必要に応じ随時  
   平成 26 年 3/27 

 
構成メンバー：院長（委員長）、管理部 3 名  

計 4 名  

 
活動内容： 
火災通報・消火・避難訓練の計画を立案し、その実施を行う。 

 
平成２５年度の第１回目として各部署代表者を中心とした部分訓練を実施した。 

 第２回目として夜間を想定した夜間勤務者による総合訓練を行った。 
 その他、毎月１回の消防用設備点検の実施を行っている。  

 
結果： 
 第１回消火・避難訓練 
   日  時： 平成２５年９月１９日（木） １７：３０～ 
   訓練内容： 部分訓練（火災通報訓練・消火訓練） 
         ヤナセファイテックの協力により部分訓練を行った。  
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 第２回消火・避難訓練 
   日時：  平成２６年３月２６日（水） １７：３０～ 
   訓練内容：総合訓練（火災通報訓練・消火訓練・避難誘導訓練） 
        ヤナセファイテックの協力により総合訓練を行った。 
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  医療ガス安全委員会 

  
文責：管理部 次長 大庭慎也  

     
委員会開催日：年１回 
   平成 25 年 8/6 

 
構成メンバー：院長（委員長）、看護部９名、管理部２名、薬局１名 

           計１３名   

 
活動内容：医療ガスの保守点検  

 
結果： 

①毎日の点検は各病棟で実施している。 
②医療ガス機械室については、総務課にて毎日の点検を実施し、 
記録を残している。 

③平成２５年８月２０日～８月２１日に医療ガス設備の保守点検を実施。 
  （業者）    株式会社 朝日酸素商会 
  （点検結果） ・吸気フィルター・呼吸栓・安全弁・Ｖベルトの４点を交換 
         ・アウトレット部門のパッキン等を交換 
         ・他は特に異常なし 

 
④平成２４年度の質疑・要望にでた問題点の結果報告 

  （要望）   ・特になし。 

 
⑤今後の要望  

         ・特になし。 
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    労働安全衛生委員会 

  
文責：人事係 係長 高見 愛 

委員会開催日： 
毎月    第 1 週火曜日 13：00～13：30 

 平成 25 年 4/2、 5/7、 6/4、 7/2、 8/6、9/3、10/1、 11/5、 12/3、 

平成 25 年 1/7、 2/4、 3/4 

12 回開催 

構成メンバー： 
委員長    統括管理者 1 名     
産業医    1 名 
衛生管理者  2 名  
施設管理者    誠愛リハビリテーション病院  1 名 

介護老人保健施設カトレア   1 名 
訪問看護ステーション誠愛   1 名 
居宅支援事業所カトレア    1 名 

職員代表   看護部 1 名、リハビリテーション部 1 名、 
福祉部 1 名、管理部 4 名、カトレア 1 名 

                      計 16 名 

 
活動内容： 
労働安全衛生法 第 19 条に基づき、労働災害ゼロ、職員のための快適な職場

環境維持の推進、健康増進の推進を目的に活動している 

 
結  果：  

① 年度初に年間安全活動計画を立案し、計画に基づき実施している 
② 毎月、会議において前月発生した業務上災害等の報告、予防対策の検討等を

行っている 
③ 安全かつ衛生的な職場環境の維持増進のため、チェックリストに基づき、2

名の衛生管理者は毎月職場の巡視を徹底 
④ 雇い入時健康診断及び定期健康診断の結果に基づくフォローアップの徹底 
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  公用車運行管理委員会 

 
文責：介護老人保健施設カトレア  

総務課 内田文宣 

 
委員会開催日：月１回金曜日  13:00～13:30 

平成 25 年 4/5，5/10，6/7，7/5，8/2，9/6，10/4，11/1，12/6， 
平成 26 年 1/10，2/7，3/7 

 
 
構成メンバー：管理部 1 名、リハビリ 1 名、福祉部 1 名、訪問看護 1 名、 
       カトレア 1 名、居宅 1 名 

計 6 名   

 
活動内容： 

① 公用車を利用するにあたり、事故の無いよう安全運転や運転時のマナ

ーなどを励行していくための取り組みを行う。 

 
② 患者および利用者の送迎時における安全運転の徹底および、そのため

のルール作りを行う。 

 
③ 病院および施設で発生した事故報告を検証するとともに、他病院や他

施設が起こした重大事故に関しても事例を取り上げ、なぜ事故が発生

したのかの検証を行う。 

 
 
結果： 

① 事故報告に対し、なぜそのような事故が発生したのかを検証することに

よって、再発防止に努めるとともに、各部署への周知徹底を行った。 

 
② 患者および利用者の送迎時における運転手の安全運転の徹底を継続し

て行った。 

 
③ 院内および施設内の公用車の安全管理を行うとともに、送迎時のトラブ

ル防止を図った。 
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  個人情報保護委員会 

 
文責：管理部長 今村洋一 

 
委員会開催日：随時 
   平成 25 年 4/1 

 
構成メンバー：管理部長(委員長)、看護部 1 名、リハビリ部 1 名 

管理部 4 名、カトレア 1 名 
            計 8 名 

 
 

活動内容： 
「個人情報保護に関する基本方針」に基づき医療情報の管理と、患者様の個人

情報保護を厳重に行うため、諸規程の整備・職員教育等を行っている。 

 
 
 
結果：第 1 回 
   開催日 : 平成２５年４月１日 
   場  所 : 研修室 
   活動内容: 新入職員に対する研修(スライドによる説明) 
        本年度入社の職員に対して個人情報保護法等についてのオリン

テーションを行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 83 - 
 

  薬事委員会 

 

文責：薬事委員会委員長 渡邊 義将 

     

委員会開催日：第 4水曜日 12:00～ 

平成 25 年 4/24、5/22、6/26、7/24、8/28、9/25、10/23、11/27、12/25 

平成 26 年 1/29、2/26、3/26 

 

構成メンバー：医師 13 名、薬剤師 1名、看護師 3名 （計 17 名） 

 

活動内容： 医薬品の適正使用について、具体的な方法の検討 

新規採用薬品・採用中止薬品の検討 

後発医薬品の導入推進 

特別採用薬を含む、在庫薬品の把握と運用 

副作用の発生報告と対処の検討 

その他、薬剤情報の伝達 

 

結果：  

(１) 新規採用薬 

1. 降圧薬（アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬）アジルバ 錠 40mg「武田」（ブ

ロプレス 錠 8mg からの切替） 

2. 不整脈治療薬（Na チャネル遮断薬）ピルシカイニド塩酸塩 カプセル 25mg

「田辺」（サンリズム カプセル 25mg からの切替） 

3. カテコラミン系昇圧薬 アドレナリン 注 0.1%シリンジ「テルモ」（ボスミ

ン 注 1mg からの切替） 

4. 速効型インスリン分泌促進薬 シュアポスト 錠 0.25mg「大日本住友」（フ

ァスティック 錠 90mg からの切替） 

5. 糖尿病治療薬（選択的 DPP-4 阻害薬）エクア 錠 50mg「ノバルティス」 

6. 持効型インスリンアナログ製剤 トレシーバ フレックスタッチ「ノボノルデ

ィスク」（レベミル注イノレットからの変更） 

7. ヒダントイン系抗てんかん薬 ホストイン 静注 750mg「エーザイ」（アレビ

アチン注 250mg からの切替） 

8. 非ベンゾジアゼピン系睡眠薬 ゾピクロン 錠 7.5mg「サワイ」（アモバン 錠

7.5mg からの切替） 

9. 非定型抗精神病薬 クエチアピン 錠 25mg「サンド」（セロクエル 錠 25mg

からの切替） 

10. 抗てんかん薬（ピロリドン誘導体）イーケプラ ドライシロップ 50%「大塚」 

11. 消化性潰瘍治療薬（プロトンポンプ阻害薬）ネキシウム カプセル 20mg「ア

ストラゼネカ」* 
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12. グリコペプチド系抗菌薬 塩酸バンコマイシン 散 0.5g「マイラン」（同「塩

野義」からの切替） 

13. 抗アレルギー薬（抗ヒスタミン薬）オロパタジン塩酸塩 OD 錠 5mg「明治」

（アレロック OD 錠 5mg からの切替） 

14. 気道粘膜修復薬 ムコダイン ドライシロップ 50％「杏林」（ムコダイン細

粒 50%からの切替） 

15. 前立腺肥大症治療薬 エビプロスタット 配合錠 DB「日本新薬」（エピカルス

S 配合錠からの切替）** 

16. 還元型解毒薬 タチオン 錠 100mg「日本ジェネリック」（グルタチオン 錠

100mg からの切替）** 

17. 漢方薬 ツムラ 133 大承気湯エキス顆粒（医療用）2.5g 

18. 漢方薬 ツムラ 103 酸棗仁湯エキス顆粒（医療用）2.5g 

19. 非ステロイド抗炎症薬経皮吸収剤 ロキソプロフェン テープ50mg・100mg「エ

ーザイ」（モーラス テープ 20mg・L40mg からの切替） 

20. へパリン類似物質 ビーソフテン油性クリーム 0.3% 25g「持田」 

 

上記 20 剤のうち、7剤が後発品で、うち 6剤が先発品からの切替であった。 

* ネキシウム カプセル 20mg については、外来・一般病棟のみに使用を制限す

ることを条件として採用が承認された。 

** タチオン 錠 100mg とエビプロスタット 配合錠 DB については、後発品の供

給停止による先発品への変更である。 

 

(２) 採用中止薬 

1. ブロプレス 錠 8mg「武田」（アジルバ 錠 40mg への切替） 

2. サンリズム カプセル 25mg「第一三共」（ピルシカイニド塩酸塩 カプセル

25mg への切替） 

3. ノルペース カプセル 50mg * 

4. ボスミン 注 1mg「第一三共」（アドレナリン 注 0.1%シリンジへの切替） 

5. ファスティック 錠 90mg「味の素」（シュアポスト 錠 0.25mg への切替） 

6. レベミル イノレット「ノボノルディスク」（トレシーバ フレックスタッチ

への変更） 

7. デカドロン注 2mg「MSD」* 

8. アレビアチン 注 250mg「大日本住友」（ホストイン 静注 750mg への切替） 

9. アモバン 錠 7.5mg「サノフィ」（ゾピクロン 錠 7.5mg からへの切替） 

10. セロクエル錠 25mg「アステラス」（クエチアピン 錠 25mg への切替） 

11. メシル酸ペルゴリド 錠 250μg「マイラン」* 

12. アキネトン 注射液 5mg「大日本住友」* 

13. ペンタジン注 15mg「第一三共」* 

14. アンペック 坐剤 10mg「大日本住友」* 

15. リン酸コデイン 錠 20mg * 
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16. ムコダイン細粒 50%「杏林」（ムコダイン ドライシロップ 50％らの切替） 

17. ビソルボン 注 4mg「日本ベーリンガー」* 

18. 塩酸バンコマイシン 散 0.5g「塩野義」（同「マイラン」への切替） 

19. ストロメクトール 錠 3mg「MSD」* 

20. アレロック OD 錠 5mg「協和発酵キリン」（オロパタジン OD 錠 25mg への切

替） 

21. ザジテン ドライシロップ 0.1%「ノバルティス」* 

22. フオイパン 錠 100mg「小野」* 

23. キドミン輸液 200mL「大塚」* 

24. 炭酸水素ナトリウム * 

25. 20%ブドウ糖 注 20mL「日医工」* 

26. 大塚塩カル 注 20mL「大塚」* 

27. アスコルビン酸 注 500mg「サワイ」** 

28. フェジン 静注 40mg「日医工」* 

29. エピカルス S 配合錠「ファイザー」（エビプロスタット 配合錠 DB への切替） 

30. グルタチオン 錠 100mg「杏林」（タチオン 錠 100mg への切替） 

31. マグコロール 250mL「堀井」* 

32. ヘルミチン S 坐剤 * 

33. クラシエ 3乙字湯 * 

34. モーラス テープ 20mg・L40mg「久光」（ロキソプロフェン テープ 50mg・100mg

への切替） 

35. ソフラチュール 貼付剤「サノフィ」* 

36. キシロカイン 注ポリアンプ 0.5%「アストラゼネカ」* 

37. 一般診断用精製ツベルクリン「日本 BCG」* 

 

上記 37 剤のうち、29 剤が先発品で、うち 6剤が先発品から先発品への変更で

あった。 

* 近 1 年間の使用実績が無いため、17 剤（うち 14 剤が先発品）が採用中止

となった。 

** アスコルビン酸 注 500mg は、包装単位が 200 アンプルと多いにもかかわら

ず、使用頻度が少ないために使用期限切れで大量破棄することになってしまうた

め、1アンプル当たりの価格が多少割高となっても包装単位の小さな商品を必要

時に特別採用で用いることとした。 

  
(３) その他 
1. 副腎皮質ステロイド剤 プレドニゾロン 錠 1mg「旭化成」の特別採用： 

プレドニゾロンを 1mg 単位で用量調整する場合には、上記薬剤を特別採用

にて用いることとなった。 

2. 新規採用の抗てんかん薬 ホストイン 静注 750mg の病棟への配置（冷蔵庫保

管）と運用法の取り決めを行った。 
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3. 10 年ぶりに薬事委員会規定の見直しを行い、これを改正した。また、正式

採用薬の新規採用および採用中止の手順を明文化し、さらに特別採用薬の取

り扱い手順の見直しも行い、これらを薬事委員会規定に付記した。 
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  給食委員会 

 
文責：栄養係 係長 豊田 晃 

委員会開催日・開催頻度：第 2 木曜日 13：00～13：15 

 
構成メンバー：医局 1 名 
       看護部各病棟より 1 名ずつ 
       リハビリ部（言語聴覚士 1 名） 
       栄養係 3 名（病院栄養士 2 名・委託側栄養士） 

計 10 名 

 
活動内容： 

日頃の食事内容、食事提供について検討を行い、改善解決を図る。また、

新製品の栄養補助食品、経腸栄養剤などについて紹介及び検討を行う。 

 
経過・結果など： 
 ・食形態の増設（H25.4 月） 
   ⇒常食と Level 4 にそれぞれ一口大の形態を増設。 

  ・高カロリーゼリー（スティックゼリー）の採用（H25.5 月） 
  ・GFO 導入（H25.8 月） 
  ・食形態：Level 4 を 2 段階に分ける（H25.9 月） 
    ⇒Level 4（A）と Level 4（B）に分け、 

（B）は主菜を市販のムース食で対応。 
     他の副食については Level 4（A）と同じものとする。 
  ・全職員向けに栄養補助食品の試食会を実施（H26.2 月） 
    ⇒当院で使用する補助食品を決定。 

 ・早出し用配膳カートの導入（H26.2 月） 
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  Eating and Swallowing Team 委員会 

 
文責：医師 横山葉子 

委員会開催日：毎月第 1 水曜日 12：40～ 

平成 25 年 5/8、6/5、7/3、8/7、9/4、10/2、11/6、12/4 
平成 26 年 1/15、2/5、3/5 

 
構成メンバー： 
 医局 7 名、看護部 8 名、リハビリテーション部 16 名、栄養課 2 名 
院外より 1 名(歯科医師)                計 34 名 

 
活動内容：  
１）多職種協働による早期経口摂取再獲得の推進 

（嚥下評価の迅速化・評価方法の統一・EST 回診の実施による） 

２）摂食嚥下機能(食事動作含む)を向上させるために必要な物品の整備 
３）院外および院内研修の開催 

 
結果：  
・EST 回診の実施 
 EST の活動開始当初に目標としていた「経口摂取に直接関わる ST と看護師の

連携」については、EST 委員を中心とする各病棟スタッフの尽力により確立され

つつある。 
EST 結成 2 年目となる平成 25 年度は、上記連携をさらに強化するとともに、

経口摂取を“食事”という日常生活動作の一つと捉え直し、早期経口摂取獲得の

過程における PT・OT の参加を積極的に求めた。 
・必要物品の選定・配備 
自力摂取につなぐためのリクライニング車椅子・車椅子用テーブル・自助具（ス

プーン・箸）等の検討を行い、購入・配置するとともに、利用方法を院内に周知

した。 
・口腔ケアの充実 
 十分な口腔ケアは経口摂取開始の前提である。全看護スタッフが統一した手技

で口腔ケアを実施できるようになることを目的に、EST 委員を務める看護師が各

病棟を巡回し指導を行った。また口腔環境に対する専門的な評価を求める声が高

まったことから、院外の歯科医師との連携を調整し、平成 26 年度からは口腔ケ

ア支援スタッフとして歯科医師の派遣を受けることが決定した。 
・栄養管理 
 経口摂取を獲得する過程にある症例について、NST と共同して栄養状態を把握

することとした。 
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  カルテ開示委員会 

 

文責：医事課 課長 古賀昭臣 

委員会開催日：随 時   

  平成 25 年 4/3、5/8、7/19、7/25、9/17、10/9、10/15、12/27 

平成 26 年 1/10、3/31（2 件）              計 10 回         

 

構成メンバー：  

院長、名誉院長、医局 2名、看護部 2名、リハビリ部 2名、管理部 6名 

                  計 14 名 

 

活動内容：カルテ開示の申込に対する開示範囲の決定 

  

診療に関する情報提供を求める患者さんに適切に対応し、患者さんと医療従

事者とのより強固な信頼関係の確保を図ることにより、良質な医療を提供する

体制を構築することを目的とする。 

 

実 績：平成 25 年度のカルテ開示申込件数は 11 件であった。 

       

  

開示先 ご本人・ご家族 裁判所・弁護士 市役所 

開示範囲 全部開示 全部開示 全部開示 

開示内容 外来カルテ 1 8 1 

 
入院カルテ 1 7  

 
電子カルテ（印刷したもの） 1 8 1 

 
ＣＴ・ＭＲＩ  6  

 
一般撮影画像  6  

                                   (件) 
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  倫理委員会 

 
文責：管理部長 今村洋一  

     

委員会開催日：年 2回のほか書面開催 

平成 25 年 4/1(書面) 4/11 10/10 12/6(書面) 

 

構成メンバー 

委員 : 院長、医局副院長、看護部副院長、リハ部副院長、福祉部長、管理部長 

予備委員 : 医局、看護部、リハ部、福祉部、管理部からそれぞれ１名 

外部委員 : 倫理・法律面の有識者、市民の立場の人 ２名 

活動内容： 

当院の職員が行う人間(ヒト)を対象とする医学研究ならびに研究的医療行為に

関し職員から申請された計画の内容を審査しその成果を公表する。 

 本年度は 4回開催した。 

結果：        

   第１回 

   日 時 : 平成２５年４月１日 

   場 所 : 書面開催 

   議 題 : 審査申請課題 1題 (申請内訳 リハ部 1題) 

         平成２４年１０月９日開催の倫理委員会で条件付承認となった課

題について条件の整備を行い書面での審査を行った。 

   第２回 

   日 時 : 平成２５年４月１１日 

   場 所 : 会議室 

   議 題 : 審査申請課題 17 題 (申請内訳 医局 1題、 看護部 2題、リハ部

11 題、福祉部 3題 ) 

       申請課題すべて承認。 

 

   第３回 

   日時 : 平成２５年１０月１０日 

   場所 : 会議室 

   議題 : 審査申請課題 8題(申請内訳 リハ部 8題) 

       課題 8は再提出、書面審査で対応する、そのほかの課題は承認 

   第４回 

   日時 : 平成２５年１２月６日 

   場所 : 書面開催 

   議題 : 審査申請課題 1題(審査内訳 リハ 1題) 

       平成２５年１０月１０日開催の倫理委員会で整備後提出となった

課題 8について書面での審査を行った 
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  褥瘡対策委員会 

 
    文責：外来医長 鍵山智子  

                 看護部次長 吉村綾子 
委員会開催日：第 4木曜日，13:00～13:30 

平成 25 年 4/25，5/23，6/27，7/25，8/22，9/26，10/24，11/28，12/26， 

平成 26 年 1/23，2/27，3/27 

 

構成メンバー：医局 1名, 看護部 7名，薬局 1名, 

リハ部 2名，栄養課 1名           計 13 名 

 

活動内容： 

① 週 1 回専任医師による回診，月 1 回褥瘡対策チームによる回診を実施し，早

期治癒に向けて検討を行った． 
② 局所洗浄用の弱酸性泡石鹸を導入した． 
③ 9 月に 5 年リースの褥瘡用マットレス（ピュアレクス 15 枚，ナッキー15 枚）

を新規契約し，マットレスの種類を 1 種類から 2 種類に増やした．OH スケー

ルで毎月評価し，高リスク患者にナッキーを使用している． 
④ 病院機能評価受審に向けてマニュアルの改定等を行い，指摘事項はなかった． 
⑤ NST 委員会との合同勉強会を開催し，ブイクレス CP10（栄養補助食品）を

導入した． 
結果： 
平成 25 年度の入院患者 710 名中，褥瘡有病者は 32 名で，褥瘡発生ヵ所数は 37

ヵ所であった．平成 25 年度の平均褥瘡有病率は 1.29％（24 年度 2.17％，23 年度

1.45％）で，月別有病率は下図に示す．褥瘡有病者の平均年齢は 79.8 歳，男女比

は男性 17 名，女性 15 名であった．院内発生は 20 名（25 ヵ所），院外発生は 12

名（12 ヵ所）であった.疾患別では大腿骨骨折 8 名（院内 5 名,院外 3 名），廃用

症候群 8名（院内 6名,院外 2名），脳梗塞 5 名（院内 3 名,院外 2 名）で,発生部

位は仙骨部 10 ヵ所（院内 9 ヵ所,院外 1 ヵ所），殿部 5 ヵ所（院内 4 ヵ所,院外 1

ヵ所），踵部 5ヵ所（院内 1ヵ所,院外 4ヵ所）であった．深達度はⅡ度が 92％を

占めており，平均治癒日数は院内発生が 20.5 日，院外発生が 82 日であった． 
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  図書管理委員会 

 
文責：医師 医師 砥上妃美子 

 
委員会開催日：第二週火曜日（隔月）12：00～ 

平成 25 年 5/14、7/9、9/10、11/12 
平成 25 年 1/14、3/11 

 
構成メンバー： 
 医局 1 名、看護部 2 名、リハビリテーション部 1 名、福祉課 1 名、管理部 3 名 

 
活動内容と結果：  
・寄贈図書の受け取りと配布及び D ルーム雑誌収納スペースの整備 
 各階 D ルーム雑誌収納スペースの整備を行い、職員からの寄贈図書を配布した。 

 
・定期購読雑誌の見直し 
各部署の規模に応じて定期購読雑誌の必要性を十分に再度吟味した上で購読を

決定した。 

 
・図書管理規程の変更後の確認 
昨年、各部署での定期購読雑誌を病院全体で共有し有効に活用することを目的

とし、図書管理規定の改変が行われ、各部署間で賃借可能となった（貸出期間 2
週間。各部署の図書委員に申し出た上で貸出簿に記入）。変更後、特に問題無く運

用できている事を確認した。 

 
・文献検索サービスの検討と運用 
例年に倣い「医学中央雑誌 Web 版」を購入しているが、対応できる分野が限

られており、「Medical online」の購入に変更した。2013 年 10 月 1 日より利用可

能となった（ダウンロード数 310 件/年まで。ダウンロードの際は各部署の図書委

員へ申請。サーバーの図書情報ホルダー内に新たに文献検索利用状況確認用のフ

ァイルを作成し、ダウンロード記録を各部署の図書委員が行う）。 
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  広報委員会 

 
文責： 人事係 係長 高見 愛 

 

委員会開催日：第４金曜日、12:30～13:00 

  平成 25 年 4/26、5/24、 6/14、7/13、8/23、9/27、10/25、11/29、12/27，  

平成 25 年 1/24、2/28、3/28 

 

構成メンバー：医局 2名、管理部 3名、看護部 2名、リハビリ部 2名、 

福祉 2名、メディカルフィットネス 1名 

計 12 名 

 

活動内容： 

①広報誌作成 

②年報作成 

 

結果：  

①広報誌作成  

 １．誠愛タイムズ 

  病院を中心とした記事を掲載し、入院・外来患者、家族、関連施設な

どへの当院での活動を啓蒙する役割として、年３回の発行を行った。

発行部数は、150 部程度で、院内にて閲覧できるよう設置している。

また、当院のホームページにも掲載している。 

① 平成 25 年初夏号の内容･･･ 

先生紹介、入社式・新入職員挨拶・出張報告・ 

短時間通所リハビリテーションがはじまりました 

② 平成 25 年秋号の内容･･･ 

先生紹介、サマーコンサート開催、看護部 新人紹介・ 

薬味のパワー 

③ 平成 26 年春号内容… 

 新春の挨拶・認定理学療法士挨拶・ＣＴ装置紹介・ 

 ノロウイルスについて知ろう・学会報告 

 

   

 ２．健康支援ジャーナルあいあい倶楽部 

  健康支援を目的に健康やフィットネス関連の記事について、 

平成 25 年度よりフィットネス「あいあい健康ジャーナル」と内容を 

一新し、記事を掲載している。 

平成 25 年度は、年 3回の発行を行った。 

平成 25 年 7 月 VOL.1 の内容･･･ 
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「あいあい倶楽部」広報誌が生まれ変わりました！・ 

今月の知っ得！～有酸素運動のすすめ～・ 

おうちで、できること・お客様の声・ 

おすすめ スタジオレッスン・今月のあいあいさん 

 

平成 25 年 11 月 VOL.2 の内容… 

今月の知っ得！～筋力トレーニングの勧め～・ 

おうちでできること・お勧めスタジオレッスン・ 

お知らせ・お客様の声・今月のあいあいさん 

 

 

平成 26 年 3 月 VOL.3 の内容… 

今月の知っ得！～ストレッチングのすすめ～・ 

お家でできること～ストレッチ編～・ 

お勧めスタジオレッスン・会員数 200 人突破！ 

スマイルニュース おしらせ・お客様の声・ 

今月のあいあいさん 

 

②平成 24 年度年報作成 

 平成 24 年度の活動内容・業績などを盛り込み作成を行った。 

関連施設や近隣医療機関などへの配布を行なった。 
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  サービス向上委員会 

 
文責：医事課 課長 古賀昭臣 

 
委員会開催日：木曜日 9:00～(随時） 

平成 25 年 4/11、5/31、6/7、9/6,10/17,10/24、11/7、11/21 

平成 26 年 1/9、2/20                   計 10 回 

 

構成メンバー： 

院長（委員長）、医局 1名、看護部 2名、リハビリ部 2名、管理部 6名 

計 12 名 

活動内容： 

①ご意見箱への投書に対する掲示板を利用しての回答 

  ②対応策の検討、決議、実施 

→患者さんからの要望に対して他部署が連携して議論することにより、

患者満足に対する意識の向上と、患者サービスの向上を図る。 

 

実績：平成 25 年度の意見箱への投書数は 84 件であった。 

   

 

 
投書数 改 善 

注意喚起 

その他 
計 

4月 4 1 3 4 

5月 5  5 5 

6月 3  3 3 

7月 4 1 3 4 

8月 3  3 3 

9月 21  21 21 

10月 10  10 10 

11月 11  11 11 

12月 4 1 3 4 

1月 6 2 4 6 

2月 5  5 5 

3月 10  10 10 

 86 5 81 86 

(件) 

改善例： 

 駐車場の料金パネルの交換、トイレに荷物をかける簡易フックの設置 
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  輸血療法委員会 

 

文責：医局 医師 横山葉子 

 
委員会開催日：偶数月の第３金曜日 

   平成 24 年 4/19、6/21、10/25、12/20、 

平成 25 年 2/21、 

 

構成メンバー：医局１名、検査課１名、薬局１名、 

看護部 2名      計 5 名 

 

活動内容： 

当委員会では、当院における血液製剤の使用が、「安全な血液製剤の安定供給の

確保等に関する法律」の定めにしたがい安全かつ適正になされるよう、諸問題の

調査・検討・審議を行っている。 

具体的には、（1）輸血療法の適応や血液製剤の適正使用に関する規定の作成、

（2）当院における各種血液製剤使用の統計に基づいた血液製剤適正使用の実施計

画の作成、（3）輸血用血液の検査項目・検査術式の選択と精度管理、（4）輸血実

施時の手続き・手順の策定を行い、これらについての問題点を定期的に検証し見

直しを行っている。また、継続的に血液製剤の使用状況調査を実施している。さ

らに、血液製剤の不適正な使用事例が認められた場合には、主治医からのヒアリ

ングも含め症例検討を行って、原因の特定・再発防止策の検討・関係者へのアド

バイスを行い、輸血療法に伴う事故・副作用・合併症が発生した場合には、事故

対策委員会などと緊密に連携し、事例の内容・発生要因・改善策などについて検

討を行うことも当委員会の役割である。 

 

結果： 

今年度の「血液製剤適正使用に関する指針と手順」の改定を行った。「誠愛リハ

ビリテーション病院輸血療法マニュアル」に関しての見直しを随時行い今年度は

改正の必要は認められなかった。 

当院における平成 25 年度の血液製剤使用状況は、照射赤血球濃厚液-LR：１例、

計 6単位(平成 26 年 2 月 25 日、2月 27 日、3月 4日)の 1例のみであり、不適正

な使用や、輸血に伴う事故・副作用および重篤な合併症は認められなかった。 

その他、日本赤十字社や福岡県赤十字血液センターからの通知事項を逐次確認

し、関係部署への周知徹底を図った。 
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  Nutrition Support Team 委員会 

 

文責：栄養係 係長 豊田 晃 

 
委員会開催日：毎月第２木曜日、13：15～13：30 

    回診：毎月第４木曜日 13：30～ 

 

構成メンバー：医局１名、栄養係 2 名、検査課１名、薬局１名、ST１名 

       看護部各病棟より１名 

 

目的： 

患者の栄養状態の評価、管理を行い、全ての患者が もふさわしい栄養管理法を受ける

ことで早期退院、社会復帰を助け、QOL を向上させるため病院職員が一丸となって取り

組むべき対策をより効果的・効率的に機能させるべく任に当たることを目的とする。 

 

平成 24 年度活動状況： 

 昨年度と同様、今年度も各月に対象患者を抽出し症例検討を行う。 

 ・看護師によるＭＮＡ評価実施。 

・管理栄養士にて入院時の栄養スクリーニングと定期的なモニタリング実施。 

（ＢＭＩ、ＭＮＡ評価結果、食事摂取状況、採血結果などを確認。） 

・検査課にてアルブミン 3.0g/dl 以下に該当する患者抽出。 

 （今年度は、Alb、BUN、Cre に TC、chE、Hb、総ﾘﾝﾊﾟ球数を追加。） 

・NST 対象患者の状態、摂取量の把握、使用薬剤、今後の方針や方向性などについて

報告及び検討し今後の栄養管理法や問題点について協議。 

・H25.8 月より GFO を導入。 

・NST の運営方針を見直すため、他院（北九州八幡東病院）を見学。 

 ⇒他施設の見学により、まずは MNA の活用法について委員会で検討。 

  誠愛 Ver．MNA も検討したが、高齢者用の栄養スクリーニングのツールとして 

  作成されたネスレの MNA を使用していくことに決定。 

・経鼻経管栄養から 3 食経口食に移行した患者について回診を開始。 

・褥瘡用の栄養補助食品を見直すため、メーカーによる勉強会実施。 

 （褥瘡委員会のメンバーと合同で実施する。） 
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●H25 年度各月の NST 対象患者数と栄養補給法の内訳 

 
 

 

●H25 年度：NST 対象患者の疾患別内訳 
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  誠愛教育委員会 

 
文責：医局 医師 砥上妃美子 

 

委員会開催日：年１回定期開催 

平成 24 年 3/6（平成 26 年度の計画立案） 

 

構成メンバー：院長（委員長）、医局１名、 

看護部２名、管理部６名、 

リハビリテーション部２名、 

カトレア１名 

   計 13 名 

 

活動内容：１）各部署や委員会で実施する教育・研修の調整および援助。 

２）職員教育に関する企画、立案、研究ならびに資料の収集。 

３）誠愛院内勉強会の開催。 

 

結果： 

本年度はタイムリーな話題も取り入れつつ、以下に示す院内勉強会を開催した。 

 

 

 

＜平成 25 年度に開催した勉強会＞ 

 

実施日 タイトル 講師 

4 月 16 日 「H25 年度各部署の展望」 「はじめに」井林 雪郎 院長 

「医局」 渡邊 義将 副医局長 

「看護部」 吉村 綾子 次長 

「リハビリテーション部」 赤松 

泰典 部長  

「福祉部」 金沢 由貴 

「管理部」 検査部：村瀬 朗 課長、

薬剤部 守 秀夫 係長、放射線部 

坂口 龍子 係長 

「介護老人保健施設カトレア」 管

理部 大庭 慎也 部長 
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「小児部門」 佐竹 孝之 医師、黒

川 徹 名誉院長 

「総評」 小野山 薫 理事長 

5 月 21 日 「救急患者への対応 BLS その他 基本

的な考え方と新ガイドライン 2010」 

九州大学病院 集中治療部部長 救

命救急センター 准教授 杉森 宏 

氏 

6 月 18 日 ＜院内感染対策研修①＞ 

「風疹・先天性風疹症候群」 

＜院内事故対策研修①＞ 

「平成 25 年度看護部事故報告のまと

め」 

「リハビリテーション部における事故

対策報告」 

「通所リハビリテーション誠愛事故対

策報告」 

「介護老人保険施設カトレア事故対策

報告」 

 

石松 義弘 医局長 

 

看護部：金山 萬紀子 副院長 

 

リハビリテーション部：万庭 寛 

課長 

通所リハビリテーション誠愛：古

江 伸志 課長 

介護老人保健施設カトレア：介護

課 下川 耕司 係長 

7 月 31 日 「脳卒中からの人間回復」 世田谷記念病院 副院長 回復期リ

ハビリテーションセンター長 酒

向 正春 氏 

9 月 17 日 「公的年金と確出拠出年金について」 ひらの社会保険労務士事務所 社

会保険労務士・DC アドバイザー 

平野 厚生 氏 

10月15日 ＜院内事故対策研修②＞ 

「MRI 検査に関連した医療事故」 

「医薬品の安全使用のための研修会」

「医療機器安全管理から医療情報収集

についての報告」 

「栄養係事故報告」 

 

放射線部：坂口 龍子 係長 

薬剤部：守 秀夫 係長 

検査部： 村瀬 朗 課長 

 

栄養部： 豊田 晃 係長 

11月26日 「回復期リハビリテーション病院と病

院改革」 

社会医療法人 敬和会 大分岡病院 

院長 森 照明 氏 

12月10日 「ボバースアプローチ 近のトピック

ス」 

ゲリンデ ハッセ 氏 
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1 月 28 日 「睡眠時無呼吸症候群と生活習慣病」 九州大学病院 睡眠時無呼吸セン

ター センター長/ 特任教授 福岡

県済生会二日市病院 顧問 循環器

内科 安藤 眞一 氏 

2 月 25 日 ＜院内感染対策研修②＞ 

感染対策手技 

石松 義弘 医局長 
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  フットケア委員会 

 
文責：医局 江藤真弓 

 

委員会開催日：毎月第 4月曜日 13:15～ 

       平成 26 年 3/7（臨時） 

 

構成メンバー：医局 1名（医局医師）、看護部 3名、リハビリ部 2名 

計 6名  

 

活動内容： 

足病変の予防と早期発見を行うために発足した。具体的な活動内容については、

現在検討中である。 
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編集後記 

 
平成 25 年度も無事に完成しました。平成 24 年度より若干ページ数も増え、充実

した内容になっています。 
個人的には、表紙の写真の募集もなかなか集まらないと心配しましたが、素敵な

写真の中から表紙を選考することができました。選考に参加できたことをうれし

く思っています。 
H25 年度年報の作成にあたり、今年も原稿の作成、校正に協力してくださいまし

た職員の方に感謝します。 

 
広報委員会 年報編集担当 高見 愛 

 
 
 
 

監  修  広報委員会 

 
委員長  井林 雪郎 
委 員  砥上 妃美子  東  純子   松山 豊美 

       長田 悠路   大庭 優作   薙野 晴美    
高盛 めぐみ  中村 真紀   森田 あゆみ 

  今村 洋一   添田 照二   高見 愛 
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